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埼経協ニュース396号

初
春
を
迎
え
、
会
員
の
皆
様
に
謹
ん
で

新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
歴

史
に
残
る
大
き
な
転
換
の
年
で
あ
り
ま
し

た
。
全
世
界
が
固
唾
を
の
ん
で
開
票
状
況

を
見
守
る
中
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
Ｅ
Ｕ

離
脱
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
で
の
ト
ラ

ン
プ
氏
の
勝
利
と
大
方
の
予
想
を
覆
す
結

果
と
な
り
ま
し
た
。
反
グ
ロ
ー
バ
ル
主
義

の
高
ま
り
や
経
済
格
差
拡
大
に
対
す
る
反

発
な
ど
を
背
景
に
、
こ
れ
ま
で
の
常
識
を

前
提
と
し
た
将

来
予
測
が
全
く

当
て
に
な
ら
な

い
、
未
曽
有
の

時
代
の
到
来
を

思
い
知
る
年
で

あ
り
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
面

で
は
、
南
米
大

陸
で
初
め
て
の

リ
オ
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
が
開
催
さ

れ
、
史
上
最
多

四
十
一
個
の
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
た
日
本
選
手
の
活
躍
に
日

本
中
が
沸
き
返
り
ま
し
た
。
ま
た
、
科
学

技
術
面
で
は
、
三
年
連
続
で
東
京
工
業
大

学
栄
誉
教
授
の
大
隅
良
典
氏
が
ノ
ー
ベ
ル

生
理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
し
、
日
本
の
基

礎
科
学
が
高
く
評
価
さ
れ
る
と
い
う
明
る

い
話
題
が
あ
り
ま
し
た
。

一
方
、
海
外
で
は
シ
リ
ア
を
巡
る
米
ロ

関
係
の
悪
化
や
、
中
国
の
南
シ
ナ
海
進
出

問
題
、
欧
州
で
勢
い
を
増
す
ポ
ピ
ュ
リ
ズ

ム
、
極
右
政
党
の
躍
進
な
ど
、
自
国
優
先

の
保
護
主
義
が
ひ
た
ひ
た
と
加
速
す
る
こ

と
に
不
安
を
感
じ
る
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

産
業
面
で
は
、
毎
日
の
よ
う
に
「
Ｉ
ｏ

Ｔ
」「
Ａ
Ｉ
」
と
い
う
単
語
が
マ
ス
コ
ミ

を
に
ぎ
わ
せ
、
巷
間
や
や
バ
ズ
ワ
ー
ド
化

し
て
い
る
感
も
あ
り
ま
す
が
、
様
々
な
産

業
で
実
践
的
導
入
が
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

企
業
経
営
面
で
は
、
世
界
的
な
低
金
利

を
背
景
に
国
内
外
で
数
兆
円
規
模
の
巨
額

Ｍ
＆
Ａ
取
引
が
次
々
と
実
現
し
、
加
え
て
、

国
内
大
手
企
業
同
士
の
提
携
・
経
営
統
合

発
表
が
相
次
ぐ
な
ど
、
世
界
の
ビ
ッ
グ
プ

レ
イ
ヤ
ー
は
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
下
で
の
生

き
残
り
を
か
け
、
思
い
切
っ
た
事
業
展
開

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
足
元
の
経
済
情
勢
に
目
を
転
じ

ま
す
と
、
平
成
二
八
年
度
七
―
九
月
期
の

実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ（
第
二
次
速
報
値
）は
年
一
・

三
％
と
、
3
四
半
期
連
続
の
プ
ラ
ス
成
長

と
な
り
、
設
備
投
資
は
依
然
冷
え
込
ん
で

い
る
も
の
の
、
外
需
や
個
人
消
費
の
持
ち

直
し
が
プ
ラ
ス
成
長
を
下
支
え
し
て
い
る

よ
う
で
す
。
様
々
な
不
確
定
要
素
を
抱
え

な
が
ら
、
今
後
も
国
内
の
経
済
対
策
や
円

安
効
果
な
ど
を
背
景
に
、
穏
や
か
な
回
復

が
続
く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
平
成
二
九
年

度
の
日
本
経
済
を
展
望
い
た
し
ま
す
と
、

主
要
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
最
新
の
予
測
で
は
、

実
質
経
済
成
長
率
は
二
八
年
度
と
同
水
準

の
1
・
1
か
ら
1
・
2
％
を
見
込
み
、
穏

や
か
な
持
ち
直
し
が
続
く
と
予
測
し
て
お

り
ま
す
。

し
か
し
、
米
次
期
政
権
の
保
護
主
義
姿

勢
や
政
策
の
不
透
明
感
、
為
替
動
向
の
不

安
定
さ
、
欧
州
の
不
協
和
音
な
ど
を
見
る

と
、
現
段
階
で
の
経
済
予
測
に
ど
の
程
度

の
信
憑
性
が
あ
る
の
か
大
い
に
警
戒
を
要

す
る
も
の
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
呼
ば
れ
る
経
済
政
策

と
日
銀
の
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
は
、
こ
れ

ま
で
の
と
こ
ろ
、
そ
れ
ら
の
政
策
な
か
り

せ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
デ
フ
レ
脱
却
は
難
し

か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
消
極
的
な

肯
定
論
は
あ
る
も
の
の
、
率
直
に
言
っ
て
、

ま
だ
我
が
国
経
済
は
低
成
長
と
い
う
長
い

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
出
せ
て
い
な
い
と
評
価

す
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

政
府
主
導
で
働
き
方
改
革
や
賃
金
上
昇
を

進
め
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
用
し
た
第
四
次
産
業

革
命
な
ど
の
生
産
性
向
上
策
に
取
り
組
み

始
め
て
い
る
も
の
の
、
景
気
回
復
感
を
多

く
の
国
民
や
経
営
者
が
感
じ
る
に
は
未
だ

時
間
を
要
す
る
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
情
勢
下
、
今
後
の
企
業
経
営

を
考
え
る
上
で
、
二
点
ほ
ど
所
感
を
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
、
一
点
目
は
「
強
み
を
活
か
し
自

信
を
高
め
る
」
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
。こ
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、他
国
と
比

べ
著
し
く
低
い
日
本
人
の
自
己
肯
定
感
に

起
因
す
る
自
信
の
弱
さ
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
少
し
古
い
デ

ー
タ
に
な
り
ま
す
が
、
2
0
1
0
年
に
日

米
中
韓
の
高
校
生
に
自
己
肯
定
感
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
質

問
内
容
は
、「
自
分
は
価
値
あ
る
人
間
だ
と

思
う
か
」
と
、「
自
分
を
肯
定
的
に
評
価
す

る
方
か
」の
二
つ
で
し
た
。初
め
の
質
問
に

「
全
く
そ
う
だ
」と
回
答
し
た
学
生
は
、ア

メ
リ
カ
57
・
2
％
、
中
国
42
・
2
％
、
韓
国

20
・
2
％
で
あ
る
の
に
対
し
、日
本
は
7
・

5
％
。
二
つ
目
の
質
問
に
「
全
く
そ
う
だ
」

と
回
答
し
た
学
生
は
、ア
メ
リ
カ
41
・6
％
、

中
国
21
・
9
％
、
韓
国
14
・
9
％
で
あ
る
の

に
対
し
、
日
本
は
3
・
9
％
と
、
い
ず
れ
も

桁
違
い
に
低
い
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
人
の
自
己
肯
定
感
の
低
さ
は
謙
虚

を
美
徳
と
す
る
考
え
に
よ
る
部
分
が
大
き

い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
他
国
と
の
比
較
に

お
い
て
こ
こ
ま
で
差
が
開
く
と
い
う
こ
と

は
、
学
生
だ
け
の
問
題
と
い
う
よ
り
も
、

多
く
の
日
本
人
が
抱
え
る
共
通
の
課
題
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

企
業
活
動
で
も
、
欧
米
で
は
攻
め
の
姿

勢
で
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
シ
ン
キ
ン
グ
が
尊

ば
れ
る
の
に
対
し
、
日
本
で
は
か
ね
て
か

ら
減
点
法
の
人
事
評
価
や
守
り
を
重
視
す

る
経
営
手
法
で
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
姿
勢
が

多
く
見
ら
れ
る
気
が
し
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ

や
企
業
に
お
け
る
人
材
育
成
で
も
弱
点
を

直
す
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
る
こ
と
か
ら
、

多
く
の
日
本
人
は
自
分
の
短
所
や
弱
点
は

把
握
し
て
い
て
も
、
自
分
の
長
所
や
強
み

を
正
確
に
理
解
し
、
表
現
す
る
こ
と
が
難

し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
経
営
学
者
の

ピ
ー
タ
ー
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
は
、「
何
事
か

を
成
し
遂
げ
る
の
は
、
強
み
に
よ
っ
て
で

あ
る
。
弱
み
に
よ
っ
て
何
か
を
行
う
こ
と

は
で
き
な
い
。」
と
い
う
言
葉
を
残
し
て

お
り
、
堀
場
製
作
所
の
堀
場
雅
夫
氏
は
、

「
出
る
杭
は
打
た
れ
る
が
、
出
す
ぎ
た
杭

は
誰
も
打
て
な
い
。
出
な
い
杭
、
出
よ
う
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平成二八年度
秋季西部地区
協 議 会
『『
ボボ
ッッ
シシ
ュュ
栃栃
木木
工工
場場
視視
察察
会会
』』〜〜

講講
演演「「
ボボ
ッッ
シシ
ュュ
にに
おお
けけ
るる
イイ
ンン
ダダ
スス

トト
リリ
ーー
44
・・
00
」」とと
施施
設設
見見
学学
をを
開開
催催

と
し
な
い
杭
は
、
居
心
地
は
よ
い
が
、
そ

の
う
ち
に
腐
る
。」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
姿
勢
や
減
点
主
義
と
言
っ

た
日
本
国
民
固
有
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
を

変
え
る
こ
と
は
中
々
難
し
い
こ
と
で
は
あ

り
ま
す
が
、
私
た
ち
は
、
ま
ず
、
自
分
の

強
み
を
正
し
く
把
握
し
、
仕
事
の
中
で
ど

の
よ
う
に
強
み
を
活
か
す
か
を
習
慣
的
に

考
え
る
こ
と
で
、
自
己
肯
定
感
を
高
め
、

自
信
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
今
後
ま
す
ま
す
混
迷
の
度
合
い

を
深
め
る
情
勢
の
中
で
、
企
業
経
営
者
は

良
い
意
味
で
の
楽
観
主
義
を
も
っ
て
、
次

の
ス
テ
ッ
プ
に
踏
み
出
す
勇
気
が
試
さ
れ

る
時
代
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

二
点
目
は
、「
失
敗
を
許
容
す
る
こ
と
」

に
つ
い
て
で
す
。
本
田
宗
一
郎
は
失
敗
に

つ
い
て
、「
私
が
や
っ
た
仕
事
で
本
当
に

成
功
し
た
も
の
は
、
全
体
の
わ
ず
か
1
％

に
す
ぎ
な
い
。
99
％
は
失
敗
の
連
続
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
実
を
結
ん
だ
1
％

の
成
功
が
現
在
の
私
で
あ
る
。
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
失
敗
を
怖
れ
る
よ
り
も
、
何
も
し

な
い
こ
と
を
怖
れ
ろ
。」
と
語
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
多
く
の
日
本
人
は
、

�
失
敗
は
恥
、
減
点
の
対
象
�
と
考
え
て

し
ま
い
が
ち
で
あ
り
、
無
意
識
に
失
敗
を

恐
れ
、
前
に
一
歩
に
進
む
こ
と
を
躊
躇
し

が
ち
で
あ
り
ま
す
。

一
方
、
ア
メ
リ
カ
で
は
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
が
ス

ペ
ー
ス
・
シ
ャ
ト
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
ヤ
ー
号

爆
発
事
故
を
真
正
面
か
ら
受
け
止
め
、
失

敗
を
発
展
の
糧
に
す
る
こ
と
を
�
文
化
�

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
聞
き
ま
す
。

ま
た
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
へ
の
投
資

で
は
、
投
資
家
を
前
に
起
業
家
が
失
敗
談

を
語
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

う
し
た
ア
メ
リ
カ
の
事
例
か
ら
、
革
新
的

な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
た
め
に

は
、
失
敗
を
恐
れ
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け

る
人
材
の
育
成
と
、
失
敗
を
受
け
入
れ
る

組
織
文
化
の
確
立
を
う
ま
く
両
立
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

乱
暴
に
言
え
ば
、
わ
が
国
は
グ
ロ
ー
バ

ル
な
競
争
力
を
持
っ
た
大
企
業
を
優
秀
な

中
小
企
業
が
支
え
、
優
秀
な
も
の
づ
く
り
、

繊
細
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
経

済
成
長
を
遂
げ
、
そ
の
結
果
、
十
分
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
食
糧
を
得
て
き
た
と
い
う
歴

史
的
な
経
緯
を
有
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ

の
変
化
の
時
代
に
将
来
を
見
据
え
た
一
歩

を
踏
み
出
さ
な
け
れ
ば
、
当
た
り
前
の
日

常
も
崩
れ
て
い
く
と
い
う
危
機
意
識
を
持

っ
た
経
営
者
の
実
行
力
が
今
こ
そ
試
さ
れ

る
時
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
本
会
の
事
業
運
営
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。

事
業
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
も

経
営
者
向
け
の
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
、
特
別

セ
ミ
ナ
ー
等
に
加
え
、各
種
委
員
会
・
研
究

会
活
動
な
ど
、そ
の
内
容
を
充
実
・
強
化
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に
会
員
の

皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご
協
力
の
賜
物
で
あ

り
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

本
年
に
つ
き
ま
し
て
も
、
こ
う
し
た
取

り
組
み
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
、
総
合
経

済
団
体
と
し
て
の
機
能
・
役
割
を
充
実
さ

せ
、
会
員
の
皆
様
に
少
し
で
も
お
役
に
立

つ
事
業
の
企
画
・
運
営
を
し
て
ま
い
る
所

存
で
す
。

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
方
の
本
年
の
ご

健
勝
と
事
業
の
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
し
、

年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

十
一
月
十
日
㈭
の
平
成
二
八
年
度
秋
季

西
部
地
区
協
議
会
で
は
、
ボ
ッ
シ
ュ
㈱
栃

木
工
場
に
お
い
て
、「
ボ
ッ
シ
ュ
に
お
け
る

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4
�
0
」
の
ご
講
演
と

施
設
見
学
会
を
開
催
し
、
十
六
名
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ボ
ッ
シ
ュ
㈱
は
世
界
最
大
の
自
動
車
部

品
メ
ー
カ
ー
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
が
推
進
し

て
い
る
「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4
�
0
」
の

代
表
格
で
も
あ
り
ま
す
。
ド
イ
ツ
・
ア
メ

リ
カ
・
日
本
の
3
拠
点
で
自
動
運
転
の
開

発
に
取
組
ん
で
お
り
、
今
年
の
6
月
に
は
、

5
年
後
の
自
動
運
転
社
会
を
想
定
し
た

「
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
カ
ー
」

を
日
本
で
初
め
て
公
開
し

ま
し
た
。
同
社
は
、
あ
ら

ゆ
る
モ
ノ
が
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
繋
が
る
「
Ｉ
Ｏ

Ｔ
」
の
頭
脳
と
さ
れ
る
温

度
・
湿
度
、
圧
力
や
傾
き

な
ど
を
感
知
す
る
Ｍ
Ｅ
Ｍ

Ｓ
セ
ン
サ
ー
の
ト
ッ
プ
企

業
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

同
社
は
、
メ
ー
カ
ー
と
し

て
は
屈
指
の
規
模
の
1
万

5
千
人
以
上
の
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
技
術
者
を
抱
え
る
強

み
を
生
か
し
、
セ
ン
サ
ー
、

デ
ィ
バ
イ
ス
、
シ
ス
テ
ム

等
を
核
と
し
た
自
動
運
転

関
連
技
術
を
モ
ジ
ュ
ー
ル

化
し
て
、
車
メ
ー
カ
ー
だ

け
で
な
く
幅
広
い
企
業
に

供
給
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
。

目

次

頁

�
新
春
所
感

一

�
秋
季
地
区
協
議
会
（
西
部
・
南
部
・

北
部
）・
目
次

二
〜
四

�
産
業
教
育
フ
ェ
ア

四

�
第
九
回
・
第
十
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー五

�
第
十
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

六

�
第
二
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員

会

七

�
第
二
回
産
業
教
育
委
員
会

七

�
第
三
回
産
業
教
育
委
員
会

八

�
第
二
回
人
事
労
務
委
員
会

八

�
第
二
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会

九

�
第
三
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会

九

�
第
三
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

十

�
平
成
二
八
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座

十
一
〜
十
二

�
青
年
経
営
者
部
会
ゴ
ル
フ
大
会

十
二

�
青
年
経
営
者
部
会
全
国
大
会
in
堺十

二

�
新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
の

追
加
開
催

十
三

�
埼
玉
大
学
研
究
者
と
の
出
会
い
の
広

場

十
四

�
も
の
つ
く
り
大
学
へ
よ
う
こ
そ

十
五

�
謹
賀
新
年
（
紙
上
名
刺
交
換
会
）

十
六
〜
十
八

�
企
業
経
営
動
向
調

十
九
〜
二
一

�
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ

二
二

�
埼
玉
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

二
三

�
低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の
見
直

し
・
改
定
の
ポ
イ
ン
ト
／
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
労
働
法

二
四
〜
二
六

�
日
本
経
団
連
の
動
き

二
七

�
事
業
だ
よ
り
、
広
告

二
七

�
告
知
版
、
会
員
の
動
き

二
八

開会挨拶をする
満岡隆一議長

「
ボ
ッ
シ
ュ
に
お
け
る
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
4
�
0
」の
講
演
風
景

参
加
者
全
員
で
の
記
念
撮
影

栃
木
工
場
の
概
要
を
説
明
す
る

佐
野
博
文
氏

積
極
的
に
質
問
が
出
さ
れ
た
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平成二八年度
秋季南部地区
協 議 会
『『
ＪＪ
ＲＲ
東東
日日
本本
大大
宮宮
総総
合合
車車

両両
セセ
ンン
タタ
ーー
視視
察察
会会
』』をを
開開
催催

���
���
���
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���
���
���
���
���
���
���

平成二八年度
秋季北部地区
協 議 会
『『
㈱㈱
シシ
ェェ
リリ
エエ
上上
里里
カカ
ンン
タタ
ーー
レレ

視視
察察
会会
』』をを
開開
催催

◇
施
設
見
学
概
要

当
日
は
、
西
部
地
区
協
議
会
満
岡
隆
一

議
長
（
ボ
ッ
シ
ュ
㈱
取
締
役
専
務
執
行
役

員
）か
ら
開
会
挨
拶
、「
ボ
ッ
シ
ュ
に
お
け

る
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4
�
0
」
の
ご
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
栃
木
工

場
長
の
佐
野
博
文
氏
よ
り
栃
木
工
場
の
概

要
説
明
を
受
け
た
後
、
工
場
ラ
イ
ン
の
見

学
を
行
い
ま
し
た
。

見
学
終
了
後
の
質
疑
応
答
で
は
多
岐
に

わ
た
る
質
問
が
積
極
的
に
出
さ
れ
、
終
始

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

十
一
月
十
八
日
㈮
の
平
成
二
八
年
度
秋

季
南
部
地
区
協
議
会
で
は
、
東
日
本
旅
客

鉄
道
㈱
大
宮
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、「
鉄
道
車
両
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技
術

と
歴
史
を
学
ぶ
」
を
テ
ー
マ
に
視
察
会
を

開
催
し
、
二
十
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
大
宮
総
合
車
両
セ

ン
タ
ー
は
、
一
八
九
四
年
に
日
本
鉄
道
㈱

業
務
部
汽
車
課
と
し
て
設
立
さ
れ
て
以
来

一
二
〇
年
以
上
に
わ
た
り
、
大
宮
の
地
に

お
い
て
鉄
道
車
両
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
新

造
・
改
造
を
行
っ
て
い
ま
す
。
対
象
と
な

る
主
な
車
両
は
首
都
圏
を
走
る
通
勤
車
両

や
特
急
車
両
で
す
が
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
管
内

の
Ｓ
Ｌ
列
車
の
修
繕
も
こ
こ
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
通
常
、
通
勤
・
特
急
車
両
は
各

車
両
セ
ン
タ
ー
で
定
期
検
査
を
受
け
て
い

ま
す
が
、
約
三
年
に
一
回
の
割
合
で
大
宮

総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
に
移
さ
れ
、
二
週
間

か
ら
一
ヶ
月
程
度
か
け
て
詳
細
な
検
査
・

修
繕
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
宮
総
合
車

両
セ
ン
タ
ー
に
は
、
長
年
に
渡
っ
て
蓄
積

さ
れ
た
高
い
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技
術
と
鉄
道

車
両
の
歴
史
が
集
約
さ
れ
て
お
り
、
老
若

男
女
を
問
わ
ず
多
く
の
鉄
道
フ
ァ
ン
に
人

気
の
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
南
部
地
区
協
議
会

牛
窪
啓

詞
議
長
（
㈱
愛
工
舎
製
作
所
代
表
取
締
役

会
長

本
会
副
会
長
）
か
ら
開
会
挨
拶
を

行
い
、続
い
て
、東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
執
行

役
員
大
宮
支
社
長

阪
本
未
来
子
氏（
本

会
副
会
長
）か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
大
宮
総
合
車
両
セ
ン
タ

ー
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、

車
輪
や
車
体
の
検
査
・
修
繕
エ
リ
ア
を
は

じ
め
と
す
る
様
々
な
整
備
施
設
の
見
学
を

行
い
ま
し
た
。

見
学
終
了
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
修
繕

に
か
か
る
経
費
や
関
連
企
業
と
の
人
材
交

流
の
状
況
、
女
性
技
術
者
の
就
業
割
合
等

多
岐
に
わ
た
る
質
問
が
出
さ
れ
、
終
始
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

十
二
月
六
日
㈫
の
平
成
二
八
年
度
秋
季

北
部
地
区
協
議
会
で
は
、
㈱
シ
ェ
リ
エ

上
里
カ
ン
タ
ー
レ
に
お
い
て
、「
南
イ
タ

リ
ア
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
ス
イ
ー
ツ
専
門
大
型
施
設
を
見
学
す

る
」
を
テ
ー
マ
に
視
察
会
を
開
催
し
、
十

七
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

㈱
シ
ェ
リ
エ
は
社
長
の
高
橋

博
氏
が

バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
生
産
会
社
と
し
て
一
九

八
六
年
に
創
業
し
、
ホ
テ
ル
他
、
全
国
有

名
洋
菓
子
店
向
け
Ｏ
Ｅ
Ｍ
生
産
等
に
よ
る

事
業
拡
大
を
経
て
、
二
〇
〇
八
年
二
月
に
、

経
営
理
念
の
「
お
客
さ
ま
が
楽
し
み
、
く

つ
ろ
ぎ
、
癒
す
こ
と
が
で
き
る
豊
か
な
時

間
・
空
間
と
、
洋
菓
子
を
楽
し
む
食
文
化

を
提
供
す
る
こ
と
」
を
具
現
化
す
る
べ
く
、

既
存
の
直
販
工
場
と
大
き
く
イ
メ
ー
ジ
の

異
な
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
閑
静
な
邸
宅
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
ス
イ
ー
ツ
専
門
大
型
施
設

「
花
園
フ
ォ
レ
ス
ト
」
を
開
業
し
ま
し
た
。

「
薔
薇
と
ス
イ
ー
ツ
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
」

と
し
て
人
気
を
博
し
、
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン

の
美
し
い
薔
薇
を
鑑
賞
し
な
が
ら
お
好
み

の
ス
イ
ー
ツ
を
楽
し
む
人
気
施
設
と
し
て
、

県
外
か
ら
も
含
め
年
間
約
二
百
万
人
の
方

が
訪
れ
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま

す
。今

回
の
視
察
で
は
、
ス
イ
ー
ツ
専
門
大

型
施
設
の
第
二
弾
と
し
て
二
〇
一
五
年
十

一
月
に
関
越
自
動
車
道
上
里
ス
マ
ー
ト
Ｉ

Ｃ
隣
に
オ
ー
プ
ン
し
た
上
里
カ
ン
タ
ー
レ

を
見
学
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
北
部
地
区
協
議
会

橋
元
健

議
長
（
キ
ヤ
ノ
ン
電
子
㈱
取
締
役
副
社

長
）
か
ら
開
会
挨
拶
を
行
っ
た
後
、
施
設

見
学
を
行
い
ま
し
た
。
続
い
て
、「
当
社

の
事
業
戦
略
と
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
」

と
題
し
、
㈱
シ
ェ
リ
エ

社
長
室
室
長

藤
野
晃
一
氏
か
ら
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
講
演
で
は
、「
経
営
の
安
定
と
リ

ス
ク
分
散
の
た
め
の
三
つ
の
戦
略
」
と
し

て
、
商
品
・
販
売
先
・
業
態
そ
れ
ぞ
れ
の

多
様
化
を
図
り
、
リ
ス
ク
を
分
散
化
さ
せ 開会挨拶をする橋元健議長

大宮総合車両センターの
概要説明を受ける参加者

修善中のSL前での記念撮影

工具を置き忘れないよう工夫がされていた

車両点検の様子を見学（車体A棟）

SL修善の様子を見学（車体C棟）

特急や急行列車の「ヘッドマーク」（資料館）

高圧電流を流しての作業

安全確保のため、車体の下で
作業中は旗を掲出している

「製造所銘板」（資料館）

開会挨拶をする牛窪啓詞議長挨拶をする阪本未来子氏
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本
会
共
催

第
二
十
六
回

埼
玉
県
産
業
教
育
フ
ェ
ア
開
催

る
こ
と
で
経
営
の
安
定
化
が
図

れ
る
と
と
も
に
、
様
々
な
手
法

を
模
索
す
る
中
で
、
多
様
化
す

る
顧
客
ニ
ー
ズ
へ
対
応
す
る
た

め
の
新
た
な
経
営
の
ヒ
ン
ト
が

得
ら
れ
る
旨
の
お
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
の
新

た
な
挑
戦
と
し
て
、
野
菜
や
果

物
の
摘
み
取
り
体
験
な
ど
体
験

型
施
設
と
し
て
の
魅
力
を
高
め
、

「
農
と
食
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク

化
」
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

将
来
的
に
は
温
泉
や
公
園
の
整

備
も
含
め
、
地
域
住
民
の
憩
い

の
場
を
兼
ね
た
観
光
地
化
を
目

指
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。講

演
後
の
質
疑
応
答
で
は
、

大
型
の
誘
客
及
び
施
設
の
認
知

度
を
上
げ
る
た
め
の
手
法
や
Ｏ

Ｅ
Ｍ
生
産
の
状
況
、
採
用
活
動

に
至
る
ま
で
様
々
な
質
問
が
出

さ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

本
会
が
共
催
し
た
「
第
二
十
六
回
埼
玉

県
産
業
教
育
フ
ェ
ア
」
が
埼
玉
県
教
育
委

員
会
と
埼
玉
県
産
業
教
育
振
興
会
の
主
催

に
よ
り
十
一
月
五
日
㈯
か
ら
六
日
㈰
の
二

日
間
の
日
程
で
さ
い
た
ま
市
の
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

「
未
来
の
産
業
を
築
き
輝
く
日
本
を
創

り
出
そ
う
」
と
題
し
て
専
門
高
校
等
の
生

徒
に
よ
る
学
習
成
果
発
表
と
「
高
校
生
に

よ
る
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ア
」
が
同
時
開
催

さ
れ
、
二
日
間
の
来
場
者
は
一
七
、
〇
〇

〇
人
に
の
ぼ
っ
た
。

開
会
式
で
は
当
会
会
長

上
條
正
仁
を

は
じ
め
（
公
財
）
埼
玉
県
産
業
文
化
セ
ン

タ
ー
事
務
局
長

吉
田
幸
司
氏
、（
公
財
）

埼
玉
県
産
業
振
興
公
社
理
事
長

織
田
秀

明
氏
、
埼
玉
県
産
業
教
育
振
興
会
長

大

野
松
茂
氏
、
教
育
関
係
で
は
県
教
育
長

関
根
郁
夫
氏
、
専
門
高
校
長
会
副
会
長

石
川
薫
氏
が
参
加
さ
れ
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

開
会
式
後
は
、
㈱
カ
ブ
ク

代
表
取
締

役
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ

稲
田
雅
彦
氏
を
招
き
、「
Ｉ

ｏ
Ｔ
が
つ
く
る
未
来
図
〜
モ
ノ
の
デ
ジ
タ

ル
化
が
お
こ
す
未
来
〜
」
と
題
し
た
基
調

講
演
が
行
わ
れ
た
。

稲
田
氏
は
大
阪
府
に
生
ま
れ
、
東
京
大

学
大
学
院
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

（
人
工
知
能
）の
研
究
に
従
事
し
、卒
業
後
、

博
報
堂
入
社
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
新
規

事
業
開
発
、
統
合
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

戦
略
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
開
発
に
携
わ
り
、

平
成
二
十
五
年
に
代
表
取
締
役
を
務
め
る

株
式
会
社
カ
ブ
ク
を
設
立
し
た
と
い
う
経

歴
を
持
つ
。
デ
ジ
タ
ル
な
モ
ノ
づ
く
り
の

分
野
で
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ（
＊
）と
し
て
起

業
し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
に
3
Ｄ
プ
リ
ン
タ

を
も
つ
工
場
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、
企

業
や
個
人
に
立
体
成
型
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
る
。
3
Ｄ
プ
リ
ン
タ
を
も
つ
三
十

か
国
以
上
数
百
の
工
場
の
ど
こ
で
つ
く
る

か
、
Ａ
Ｉ
が
瞬
時
に
適
し
た
工
場
を
割
り

出
し
て
生
産
を
開
始
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
よ

り
、
3
Ｄ
デ
ー
タ
が
あ
れ
ば
な
ん
で
も
1

ク
リ
ッ
ク
で
個
人
で
も
モ
ノ
が
つ
く
れ
る

世
界
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
、
経
営
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
会
社
で
は
日
米
独
な

ど
多
国
籍
の
社
員
お
よ
そ
二
十
五
名
が
ソ

フ
ト
開
発
に
従
事
し
て
い
る
。
そ
の
功
績

は
世
界
で
評
価
さ
れ
カ
ン
ヌ
、
ア
ド
フ
ェ

ス
ト
、ロ
ン
ド
ン
広
告
祭
、東
京
イ
ン
タ
ラ

ク
テ
ィ
ブ
・
ア
ド
・
ア
ワ
ー
ド
（
Ｔ
Ｉ
Ａ

Ａ
）
な
ど
、多
数
の
受
賞
を
さ
れ
て
い
る
。

講
演
の
冒
頭
で
同
氏
は
、
自
身
の
高
校

時
代
は
バ
ン
ド
や
Ｄ
Ｊ
な
ど
興
味
の
あ
る

こ
と
に
没
頭
し
て
い
た
こ
と
を
振
り
返
り
、

い
ま
思
う
と
起
業
し
た
き
っ
か
け
は
、
興

味
の
あ
る
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
き
た

こ
と
、
出
身
の
東
大
阪
が
も
の
づ
く
り
の

街
で
身
近
に
工
場
が
多
く
、
日
常
か
ら
も

っ
と
工
場
を
元
気
に
で
き
な
い
か
と
考
え

て
い
た
こ
と
が
大
き
い
と
い
う
。
起
業
は

た
っ
た
二
人
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
自
分

スイーツ＆ギフトコーナー等店舗内見学

建物2階のテラスからは、ハウス栽
培施設や IC周辺の様子を見学

バウムクーヘン焼成風景を見学

講演をする㈱シェリエ藤野晃一氏

多くのバウムクーヘンが焼き上がっていた

秋季北部地区協議会 講演の様子

開会式の様子

鴻
巣
女
子
高
校
家
政
科
学
科

に
よ
る
フ
ァッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

ア
イ
デ
ア
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン

テ
ス
ト

実
践
的
職
業
教
育
グ
ロ
ー
バ
ル
事
業

「
商
品
開
発
力
交
流
分
野
」中
間
発
表
会

稲田雅彦氏

ア
イ
デ
ア
弁
当
コ
ン
テ
ス
ト
で
昨
年
度
に

教
育
長
賞
を
受
賞
し
た
お
弁
当
を
販
売

三
郷
工
業
技
術
高
校

ミ
ニ
新
幹
線
乗
車
体
験

高
校
生
が
作
っ
た
商
品
・
農
作

物
の
販
売
と
作
品
展
示
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平
成
二
八
年
度
第
九
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
オ
ム
ニ
チ
ャ
ネ
ル
時
代
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

戦
略
』
と
題
し
、
中
央
大
学
大
学
院
戦
略
経
営

研
究
科
教
授

田
中

洋
氏
が
講
演

平
成
二
八
年
度
第
十
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
こ
の
人
に
つ
い
て
い
き
た
い
と
思
わ
れ
る
リ
ー
ダ
ー
に

な
る
〜
部
下
を
活
か
す
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
真
髄
〜
』

と
題
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
㈱
パ
ー
ト
ナ
ー
エ
グ
ゼ

ク
テ
ィ
ブ
コ
ー
チ

夏
目
俊
希
氏
が
講
演

一
人
で
は
何
も
で
き
な
い
、
思
い
と
計
画

を
語
り
そ
こ
に
共
感
す
る
人
が
最
低
一
人

は
い
な
い
と
三
人
四
人
と
増
え
な
い
。
ベ

ン
チ
ャ
ー
は
人
の
思
い
で
始
め
る
も
の
で

あ
る
。常
に
三
方
よ
し（
売
り
手
よ
し
、買

い
手
よ
し
、
世
間
よ
し
）
の
精
神
で
企
業

を
経
営
し
て
い
る
。「
自
己
実
現
×
社
会
的

意
義
〜
自
分
以
外
の
誰
か
の
た
め
に
」。起

業
し
て
一
番
強
く
感
じ
た
こ
と
だ
と
い
う
。

最
後
に
「
日
本
で
も
失
敗
し
た
人
を
称

賛
し
て
く
れ
る
と
い
う
文
化
が
出
来
つ
つ

あ
る
。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
は
何
回
で

も
挑
戦
で
き
る
し
、
皆
さ
ん
に
も
是
非
挑

戦
し
て
ほ
し
い
。
リ
ン
グ
に
上
が
る
こ
と

が
大
事
な
こ
と
」
と
い
う
稲
田
氏
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
参
加
し
た
高
校
生
達
は
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

ま
た
、
各
会
場
で
は
専
門
高
校
等
に
よ

る
作
品
展
示
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
コ
ン
テ

ス
ト
、各
種
発
表
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、

ミ
ニ
新
幹
線
乗
車
体
験
、
実
践
的
職
業
教

育
グ
ロ
ー
バ
ル
事
業
中
間
発
表
会
、
Ｊ
Ｒ

大
宮
駅
西
口
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
で
は
生

徒
開
発
商
品
・
農
産
物
の
販
売
が
行
わ
れ
、

高
校
生
に
よ
る
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ア
で
は

高
校
生
に
よ
る
小
中
学
生
の
た
め
の
科
学

教
室
、
ポ
ス
タ
ー
発
表
が
行
わ
れ
た
。

本
会
は
今
後
と
も
教
育
界
と
地
元
産
業

界
の
連
携
強
化
に
努
め
、
本
県
の
次
代
を

担
う
若
者
の
育
成
に
尽
力
す
る
所
存
で
あ

る
。
関
係
企
業
の
皆
様
の
一
層
の
御
協
力

を
お
願
い
し
た
い
。

（
＊
）
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

比
較
的
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
で
急
成
長
し
、

市
場
開
拓
フ
ェ
ー
ズ
に
あ
る
企
業
や
事
業
。

非
常
に
高
い
率
で
成
長
し
続
け
る
ビ
ジ
ネ
ス

形
態
で
、
会
社
の
規
模
や
設
立
年
数
は
関
係

な
い
。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
す
る
起
業
家
は�
今

ま
で
に
無
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
世

の
中
を
変
え
る
事
�
を
目
的
と
し
て
い
る
。

日
々
の
安
定
し
た
収
益
と
長
期
成
長
を
目
指

す
ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
的
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

と
比
べ
て
も
大
き
な
違
い
が
あ
る
。

近
年
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
で
「
オ
ム
ニ
チ

ャ
ネ
ル
」
と
い
う
言
葉
の
頻
出
度
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
言
葉
の
浸
透
ス
ピ
ー

ド
が
驚
く
ほ
ど
速
い
の
は
、
Ｅ
Ｃ
（e‐

Com
m
erce

）、い
わ
ゆ
る
ネ
ッ
ト
で
の
購

買
が
急
速
に
普
及
し
て
い
る
か
ら
に
ほ
か

な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
従
来
か
ら
展
開
し
て
い
る
リ
ア

ル
店
舗
へ
の
誘
客
や
そ
の
後
の
ネ
ッ
ト
店

舗
へ
の
相
互
再
送
客
が
、
多
く
の
企
業
に

と
っ
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
上
重
要
な

経
営
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
そ
の
理

由
で
す
。

わ
が
国
の
消
費
市
場
を
み
る
と
、
少
子

高
齢
化
の
進
行
、
人
口
減
少
社
会
の
到
来

に
よ
り
、
今
後
大
き
な
拡
大
は
見
込
め
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
一
方
で
ネ
ッ
ト
が
介
在

し
た
購
買
率
は
全
消
費
の
過
半
数
に
達
し

て
い
る
と
の
予
測
も
出
て
お
り
、
オ
ム
ニ

チ
ャ
ネ
ル
時
代
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略

は
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
性
を
増
し
て
い

き
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
十
一
月
二

五
日
㈮
の
平
成
二
八
年
度
第
九
回
ト
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
論

や
消
費
者
行
動
論
の
第
一
人
者
で
あ
る
、

中
央
大
学
大
学
院
戦
略
経
営
研
究
科

教

授

田
中

洋
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え

し
、『
オ
ム
ニ
チ
ャ
ネ
ル
時
代
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
戦
略
』
と
題
し
て
大
宮
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、

二
五
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

◇
講
演
概
要

・「
オ
ム
ニ
チ
ャ
ネ
ル
」
と
は
、「
消
費
者

が
モ
ノ
を
買
う
時
に
、
す
べ
て
（
オ
ム

ニ
）
の
販
売
経
路
（
チ
ャ
ネ
ル
）
を
継

ぎ
目
な
く
（
シ
ー
ム
レ
ス
に
）
ス
ト
レ

ス
な
く
買
え
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
環

境
」
で
あ
り
、「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
、
好
き
な
時
に
注
文
で
き
て
、
好
き

な
時
に
好
き
な
と
こ
ろ
で
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
る
、
絶
対
顧
客
主
義
」
と
も

表
さ
れ
て
い
る
。

・
従
来
の
マ
ル
チ
チ
ャ
ネ
ル
は
、
複
数
の

チ
ャ
ネ
ル
を
顧
客
に
合
わ
せ
て
使
い
分

け
て
い
た
の
に
対
し
、
オ
ム
ニ
チ
ャ
ネ

ル
で
は
、
顧
客
を
中
心
に
す
べ
て
の
チ

ャ
ネ
ル
（
店
頭
、
通
販
、
ネ
ッ
ト
、
モ

バ
イ
ル
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
を
連
携
さ
せ
て
顧

客
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
う
点
で
違
い

が
あ
り
、
顧
客
が
行
う
商
品
の
検
索
・

購
入
・
受
取
・
返
品
等
の
行
動
が
、
ど

の
チ
ャ
ネ
ル
を
通
し
て
も
可
能
な
、
顧

客
に
と
っ
て
理
想
的
な
形
と
い
え
る
。

・
特
に
、「
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
Ｈ
Ｄ
」
で
は
、

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
の
流
通
網
と
店
舗
数

を
活
用
し
た
「om

ni7

」
を
展
開
し
て

お
り
、
販
売
実
績
に
お
い
て
も
効
果
を

発
揮
し
て
い
る
。

・
オ
ム
ニ
チ
ャ
ネ
ル
化
が
企
業
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
戦
略
と
し
て
加
速
す
る
背
景

に
は
、
顧
客
行
動
や
競
争
環
境
、
消
費

環
境
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
変
化
が

あ
る
。
顧
客
は
、
口
コ
ミ
や
レ
ビ
ュ
ー

を
参
考
に
店
頭
と
ネ
ッ
ト
で
価
格
や
品

質
を
比
較
し
、
有
名
人
の
評
価
に
も
決

定
を
左
右
さ
れ
る
。
ま
た
、
企
業
側
も

モ
バ
イ
ル
会
員
限
定
ク
ー
ポ
ン
や
デ
ジ

タ
ル
チ
ラ
シ
を
通
じ
て
、
ネ
ッ
ト
か
ら

リ
ア
ル
店
舗
へ
の
顧
客
誘
導
（Online

-to-Offline

）
を
効
果
的
に
活
用
し
て

い
る
。
中
国
で
の
越
境
Ｅ
Ｃ
市
場
も
、

2
0
2
0
年
に
は
二
兆
円
規
模
に
達
す

る
見
込
み
で
、
今
後
ま
す
ま
す
活
発
化

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

・
オ
ム
ニ
チ
ャ
ネ
ル
時
代
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
戦
略
は
、
小
売
業
に
と
ど
ま
ら
ず
、

多
く
の
企
業
の
経
営
に
と
っ
て
重
要
な

テ
ー
マ
で
あ
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
訴
求

力
の
あ
る
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
適
正
な
在
庫

管
理
に
よ
る
顧
客
の
購
買
機
会
ロ
ス
を

防
い
で
顧
客
か
ら
の
信
頼
を
得
る
。
ま

た
、
す
べ
て
の
チ
ャ
ネ
ル
で
商
品
の
購

入
・
受
取
・
返
品
等
の
対
応
を
可
能
に

し
、
顧
客
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
が
オ
ム
ニ
化
に
は
求
め
ら
れ
る
。

十
二
月
五
日
㈪
の
平
成
二
八
年
度
第
十

回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
は
、
部
下
の
自
発
的

な
行
動
を
促
し
、
孤
軍
奮
闘
型
の
リ
ー
ダ

ー
か
ら
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
攻
め
る
こ

と
の
で
き
る
強
い
チ
ー
ム
を
目
指
す
た
め
、

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
株
式
会
社
パ
ー
ト
ナ
ー

第9回トップセミナー 講演する
田中 洋氏
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平
成
二
八
年
度
第
十
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
二
〇
一
七
年
の
世
界
経
済
、
日
本
経
済
を
展

望
す
る
』
と
題
し
、
㈱
第
一
生
命
経
済
研
究
所

経
済
調
査
部
主
席
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

永
濱
利
廣

氏
が
講
演

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
コ
ー
チ
で
あ
る
夏
目
俊

希
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、『
こ
の

人
に
つ
い
て
い
き
た
い
と
思
わ
れ
る
リ
ー

ダ
ー
に
な
る
〜
部
下
を
活
か
す
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
真
髄
〜
』
と
題
し
て
大
宮
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催

し
、
四
九
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

夏
目
氏
か
ら
は
、
部
下
を
年
齢
や
印
象

な
ど
自
分
の
尺
度
で
判
断
す
る
の
で
は
な

く
、
部
下
と
自
分
の
行
動
タ
イ
プ
を
認
識

し
、
そ
れ
に
沿
っ
た
形
で
日
頃
か
ら
対
話

を
重
ね
て
関
係
の
質
を
高
め
る
こ
と
で
、

部
下
が
つ
い
て
い
き
た
い
と
思
う
関
係
性

を
築
く
こ
と
が
で
き
る
と
の
お
話
し
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
各
自
が
日
頃
の
行
動
を
振

り
返
り
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
か
ら
自
分
の

行
動
タ
イ
プ
を
「
現
実
派
」、「
社
交
派
」、

「
友
好
派
」、「
理
論
派
」
の
い
ず
れ
の
傾

向
が
強
い
の
か
を
確
認
し
た
上
で
各
タ
イ

プ
の
属
性
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
グ
ル
ー
プ

内
で
意
見
交
換
を
行
い
、
一
人
一
人
考
え

方
や
行
動
が
異
な
る
こ
と
を
改
め
て
認
識

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

講
演
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

◇
講
演
概
要

・
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
ン
グ
に
お
け
る
リ
ー

ダ
ー
に
と
っ
て
の
成
功
と
は
、
自
身
の

成
長
で
は
な
く
、
他
人
を
成
長
さ
せ
る

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず

上
司
で
あ
る
自
分
を
見
つ
め
直
し
、
こ

れ
ま
で
の
思
考
の
枠
（
固
定
観
念
や
思

い
込
み
等
）
を
広
げ
る
努
力
が
必
要
で

あ
る
。

・
部
下
と
の
対
話
や
質
問
を
重
ね
て
思
考

の
枠
を
広
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
今
ま
で

と
は
異
な
る
自
由
な
発
想
が
生
ま
れ
る

な
ど
、
組
織
の
成
功
循
環
モ
デ
ル
が
形

成
さ
れ
、
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
の
成
長
も

促
さ
れ
る
。

・
人
は
、「
自
己
主
張
レ
ベ
ル
」
と
「
感

情
表
現
レ
ベ
ル
」
の
行
動
特
性
か
ら
、

「
現
実
派
」、「
社
交
派
」、「
友
好
派
」、

「
理
論
派
」
の
四
つ
の
タ
イ
プ
に
分
か

れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
が
あ
る
た
め
、

チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
の
行
動
タ
イ
プ
を
把

握
し
、
相
手
の
タ
イ
プ
に
よ
っ
て
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
を
変
え
る
こ
と

で
、
部
下
の
能
力
を
活
か
す
こ
と
が
で

き
る
。

・
ま
た
、
部
下
を
「
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」

と
「
ス
キ
ル
」
の
観
点
か
ら
マ
ト
リ
ク

ス
で
考
え
、
タ
イ
プ
別
の
特
徴
を
理
解

し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
合
わ
せ
た
育
成
メ
ソ

ッ
ド
を
構
築
す
る
こ
と
が
、
効
果
的
な

人
材
育
成
に
つ
な
が
る
。

・
部
下
は
リ
ー
ダ
ー
の
振
る
舞
い
を
よ
く

見
て
い
る
。
部
下
の
話
を
聞
き
、
進
歩

を
認
め
て
承
認
し
、
成
長
を
促
す
こ
と

が
互
い
の
関
係
の
質
を
高
め
る
好
循
環

を
生
む
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
急
速
に
進
行
す
る
中

で
、
企
業
経
営
の
舵
取
り
を
担
っ
て
い
く

上
で
は
、
日
本
経
済
の
動
向
と
と
も
に
、

世
界
経
済
の
動
向
か
ら
目
を
離
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
十
二
月
七
日
㈬
の
平
成
二
八

年
度
第
十
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
は
、
日

本
を
代
表
す
る
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
お
一
人

で
あ
る
、
株
式
会
社
第
一
生
命
経
済
研
究

所

経
済
調
査
部

首
席
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

永
濱
利
廣
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、

『
二
〇
一
七
年
の
世
界
経
済
、
日
本
経
済

を
展
望
す
る
』
と
題
し
て
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、

五
十
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
終
了
後
に
は
、
原
油
価
格
や
為
替

の
見
通
し
や
、
日
銀
の
金
融
緩
和
政
策
に

関
す
る
質
問
が
出
さ
れ
、
来
年
度
の
事
業

計
画
策
定
に
向
け
て
、
関
心
の
高
さ
が
伺

え
ま
し
た
。

講
演
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

◇
講
演
概
要

《
日
本
経
済
の
見
通
し
》

・
二
〇
一
七
年
の
日
本
経
済
は
、
消
費
増

税
先
送
り
や
、
景
気
対
策
と
し
て
の
国

の
第
二
次
補
正
予
算
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
与
え

る
影
響
と
し
て
、
六
兆
五
千
億
円
程
度

の
上
乗
せ
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

・
国
内
の
個
人
消
費
は
底
打
ち
の
兆
し
が

あ
り
、
為
替
や
株
価
の
行
方
が
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
が
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
に

は
今
後
も
期
待
が
高
ま
る
な
ど
、
経
済

環
境
の
改
善
が
見
込
ま
れ
る
。

《
世
界
経
済
の
動
向
》

・
世
界
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
七
割
以
上
を
占
め
る

主
要
地
域
（
米
国
、
ユ
ー
ロ
圏
、
日
本
、

中
国
）
の
製
造
業
景
況
指
数
は
、
約
二

年
ぶ
り
に
全
地
域
で
好
転
し
て
お
り
、

循
環
的
に
製
造
業
の
景
気
が
上
向
い
て

い
る
と
言
え
る
。
そ
の
た
め
、
リ
ス
ク

オ
ン
の
状
態
で
あ
り
、
安
全
資
産
か
ら

リ
ス
ク
資
産
に
お
金
が
流
れ
や
す
く
、

円
安
・
株
高
が
進
み
や
す
い
環
境
に
あ

る
。

・
一
方
で
、
世
界
経
済
の
動
向
は
、
米
国

の
ト
ラ
ン
プ
次
期
大
統
領
の
政
策
の
舵

取
り
次
第
の
部
分
も
あ
る
た
め
、
予
測

第10回トップセミナー

グループ内意見交換の様子

講演する
永濱利廣氏

第11回トップセミナー多岐にわたる質問も出された

講演する
夏目俊希氏
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第
二
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員
会

「
女
性
活
躍
推
進
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催

平
成
二
八
年
度
第
二
回
産
業
教
育
委
員
会

―
県
立
久
喜
工
業
高
校
を
視
察

は
非
常
に
難
し
い
。

《
中
小
企
業
の
生
き
残
り
策
》

・
経
済
産
業
省
で
は
、
Ｉ
Ｔ
技
術
や
グ
ロ

ー
バ
ル
展
開
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
有
効
活

用
に
よ
り
、
商
品
開
発
や
販
路
開
拓
に

成
功
し
た
中
小
企
業
の
事
例
を
公
開
し

て
い
る
。
芸
術
性
や
デ
ザ
イ
ン
性
の
強

み
を
生
か
す
の
が
最
近
の
成
功
企
業
の

ト
レ
ン
ド
で
あ
る
。
海
外
展
開
を
検
討

す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
生
産
年
齢
人
口

増
加
国
に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
。

一
方
で
、
リ
ス
ク
と
リ
タ
ー
ン
は
ト
レ

ー
ド
オ
フ
の
関
係
に
あ
る
た
め
、
収
益

性
と
の
兼
ね
合
い
が
重
要
で
あ
る
。

平
成
二
八
年
四
月
一
日
に
女
性
活
躍
推

進
法
が
施
行
さ
れ
て
半
年
が
経
過
し
ま
し

た
が
、
女
性
の
活
躍
推
進
は
成
長
戦
略
の

柱
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
女
性

活
躍
推
進
の
効
果
は
、
単
な
る
労
働
力
不

足
の
補
完
で
は
な
く
、
長
年
男
性
中
心
で

働
い
て
き
た
職
場
に
従
来
に
な
い
多
様
な

価
値
観
を
も
た
ら
し
、
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
効
果
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
地
域
企
業
の
経
営
戦
略
と
し
て
、
ど

の
よ
う
に
女
性
活
躍
推
進
を
進
め
て
い
け

ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
十
月
三
一
日

㈪
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー

ル
に
て
、
埼
玉
労
働
局
と
本
会
と
の
共
催

で
、
第
二
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員

会
「
女
性
活
躍
推
進
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

し
、
九
八
名
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
ま
ず
田
畑
一
雄
埼
玉
労
働
局

長
の
開
会
挨
拶
で
始
ま
り
、
続
い
て
、「
地

域
企
業
の
経
営
戦
略
と
し
て
の
女
性
活
躍

推
進
―
女
性
活
躍
推
進
で
地
域
活
性
化

を
！
」
と
題
し
、
株
式
会
社
日
本
総
合
研

究
所
主
席
研
究
員

藻
谷
浩
介
氏
に
よ
る

講
演
、
次
に
、
埼
玉
労
働
局
雇
用
環
境
・

均
等
室

丸
本
将
平
氏
か
ら
「
埼
玉
県
内

企
業
の
女
性
活
躍
推
進
法
行
動
計
画
策
定

状
況
」
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
、
そ
の

後
、「
我
が
社
の
女
性
活
躍
推
進
へ
の
取

組
み
と
行
動
計
画
」
と
題
し
、
以
下
の
三

者
の
方
々
に
自
社
の
取
組
事
例
を
ご
紹
介

い
た
だ
き
ま
し
た
。

《
事
例
発
表
》

�
日
生
流
通
運
輸
倉
庫
株
式
会
社

安
全
管
理
セ
ン
タ
ー
長

樋
口
弘
之
氏

�
株
式
会
社
朝
日
ラ
バ
ー

人
事
総
務
グ
ル
ー
プ
長

澤
田
琢
磨
氏

�
Ａ
Ｇ
Ｓ
株
式
会
社

エ
キ
ス
パ
ー
ト

小
森
知
子
氏

講
演
で
は
、
人
口
減
少
時
代
に
お
い
て
、

女
性
が
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
整
備
し

て
働
き
手
を
増
や
す
こ
と
は
重
要
だ
が
、

若
い
男
性
が
安
心
し
て
早
め
の
子
育
て
に

取
り
組
め
る
キ
ャ
リ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
、
男
女
共
に
子
育
て
に
参
加
で
き
る
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
も
経
営
戦
略
と
し
て

有
効
で
あ
る
と
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

後
半
の
事
例
発
表
で
は
、
女
性
活
躍
に

関
す
る
自
社
の
現
状
を
分
析
し
て
課
題
を

抽
出
し
、
行
動
計
画
を
策
定
す
る
ま
で
の

経
緯
に
つ
い
て
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
発
表
の
中
で
は
、
具
体
的
な
目
標
や

取
組
内
容
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
半
年

間
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
触
れ
、
社
内
か

ら
当
初
の
想
定
を
上
回
る
反
響
が
あ
り
、

行
動
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
は
、
女
性
活

躍
推
進
の
機
運
醸
成
に
効
果
が
あ
る
と
の

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
二
八
年
度
第
二
回
産
業
教
育
委
員

会
は
、
十
一
月
八
日
㈫
午
後
、
県
東
部
の

専
門
高
校
で
、「
工
業
化
学
科
」「
環
境
化

学
科
」「
情
報
技
術
科
」「
電
気
科
」「
機

械
科
」の
五
学
科
を
有
し
、
生
徒
の
資
質
・

能
力
を
引
き
出
し
、も
の
づ
く
り
の「
心
」

と
「
技
」
を
鍛
え
、
社
会
に
有
為
な
人
財

と
し
て
多
く
の
卒
業
生
を
輩
出
し
て
き
た

伝
統
と
歴
史
の
あ
る
県
立
久
喜
工
業
高
校

の
視
察
会
を
開
催
し
、
二
十
一
名
が
参
加

し
た
。

ま
ず
、
授
業
見
学
・
施
設
見
学
が
行
わ

れ
、
そ
の
後
、
久
喜
工
業
高
校
の
概
要
説

明
を
行
い
、
最
後
に
教
員
・
生
徒
と
の
懇

第2回ウーマノミクス推進委員会

開会挨拶をする
埼玉労働局長
田畑一雄氏

講演する
藻谷浩介氏

説明する
埼玉労働局
丸本将平氏

《事例発表》
日生流通運輸倉庫㈱
樋口弘之氏

《事例発表》
㈱朝日ラバー
澤田琢磨氏

《事例発表》
AGS㈱
小森知子氏

挨
拶
を
す
る

久
喜
工
業
高
校

大
出
校
長

授業視察の様子

学科代表生徒との懇談
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平
成
二
八
年
度
第
三
回
産
業
教
育
委
員
会

―
県
立
大
宮
商
業
高
校
を
視
察

第
二
回
人
事
労
務
委
員
会

『
一
日
で
で
き
る
！
人
事
評
価
制
度
実
践
セ
ミ

ナ
ー
〜
自
社
の
評
価
基
準
・
項
目
を
自
ら
の
手

で
作
成
す
る
〜
』
を
開
催

談
が
行
わ
れ
た
。

充
実
し
た
教
育
環
境
の
中
で
取
り
組
む

学
生
の
姿
に
は
も
の
づ
く
り
の
心
と
技
の

習
得
へ
の
意
欲
が
溢
れ
て
い
た
。

生
徒
と
の
懇
談
で
は
、
各
学
科
を
代
表

し
て
来
春
就
職
が
内
定
し
た
五
名
の
生
徒

が
出
席
、
各
自
の
就
職
体
験
等
に
つ
い
て

意
見
発
表
が
行
わ
れ
た
。
企
業
経
営
者
か

ら
の
質
問
に
答
え
る
各
生
徒
の
真
摯
な
態

度
と
確
か
な
目
的
意
識
を
も
っ
て
学
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
姿
勢
に
参
加
者
一
同
感

銘
を
受
け
た
。

平
成
二
八
年
度
第
三
回
産
業
教
育
委
員

会
は
、
十
一
月
九
日
㈬
午
後
、
県
南
部
の

「
商
業
科
」
の
専
門
高
校
で
、「
生
徒
・

保
護
者
・
地
域
の
満
足
度
向
上
を
追
求
す

る
学
校
」
を
目
指
す
学
校
像
に
掲
げ
る
県

立
大
宮
商
業
高
校
の
視
察
会
を
開
催
し
、

十
一
名
が
参
加
し
た
。

ま
ず
、
大
宮
商
業
高
校
の
概
要
説
明
が

行
わ
れ
、
そ
の
後
、
授
業
見
学
・
施
設
見

学
を
行
い
、
最
後
に
教
員
・
生
徒
と
の
懇

談
が
行
わ
れ
た
。

授
業
見
学
は
、
総
合
実
践
の
授
業
を
見

学
し
た
。
模
擬
実
習
と
し
て
会
社
を
設
立

し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
し
て
、
3
名

一
班
で
商
品
売
買
な
ど
の
取
引
を
行
う
授

業
で
あ
り
、
真
剣
な
表
情
で
学
習
に
取
り

組
む
様
子
は
、
ま
さ
し
く
会
社
の
オ
フ
ィ

ス
が
そ
こ
に
あ
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

生
徒
と
の
懇
談
で
は
、
来
春
就
職
が
内

定
し
た
八
名
と
進
学
が
決
定
し
た
二
名
の

生
徒
が
出
席
、
各
自
の
就
職
体
験
等
を
題

材
に
参
加
者
と
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

各
生
徒
の
立
派
な
発
表
姿
勢
、
礼
儀
正
し

さ
等
、
参
加
者
一
同
感
銘
を
受
け
た
。

「
評
価
制
度
を
整
備
し
た
い
」、「
社
員

数
が
増
え
た
た
め
、
評
価
に
つ
い
て
の
基

準
や
項
目
を
見
直
し
た
い
」、「
自
社
の
人

事
評
価
制
度
を
作
り
た
い
が
作
り
方
が
わ

か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
中
小
企
業
の
経
営

者
の
声
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
し
か
し
専

門
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
依
頼
し
、
自
社

で
評
価
制
度
を
構
築
す
る
の
は
、
莫
大
な

時
間
と
コ
ス
ト
が
か
か
る
の
が
実
情
で
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
十
一
月
二

一
日
㈪
の
平
成
二
八
年
度
第
二
回
人
事
労

務
委
員
会
で
は
、
人
事
制
度
の
設
計
・
運

用
に
関
す
る
豊
富
な
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

実
績
を
有
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
㈱
常
務

取
締
役

Ｂ
Ｃ
Ｓ
認
定
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
コ
ー
チ

吉
田

寿
氏
と
、
同
エ
グ

ゼ
ク
テ
ィ
ブ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
伊
藤
善
廣

氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、『
1
日
で

で
き
る
！
人
事
評
価
制
度
実
践
セ
ミ
ナ

ー
』
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル

に
て
開
催
し
、
二
十
名
の
方
に
ご
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

◇
セ
ミ
ナ
ー
概
要

ま
ず
伊
藤
氏
か
ら
、「
人
事
制
度
導
入

の
意
義
と
目
的
」
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明

を
い
た
だ
き
、
企
業
が
抱
え
る
主
な
人
事

課
題
に
つ
い
て
、「
人
材
」、「
処
遇
・
評
価
」、

「
組
織
」、「
文
化
・
風
土
」
そ
れ
ぞ
れ
の

視
点
か
ら
分
析
し
た
具
体
的
な
事
例
を
挙

げ
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
そ
れ
ら
を

参
考
に
自
社
の
人
事
課
題
を
洗
い
出
す
と

と
も
に
、
課
題
解
決
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
経
営
戦
略
に
お

け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
重
要
性
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
リ
ー
ダ
ー
と
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
の
役
割
の
違
い
や
、
リ
ー
ダ
ー
人
材

に
求
め
ら
れ
る
資
質
を
学
ぶ
と
と
も
に
、

自
社
の
人
材
を
振
り
返
り
、
今
後
の
経
営

戦
略
実
現
に
必
要
な
人
材
の
イ
メ
ー
ジ
に

つ
い
て
認
識
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
後
半
で
は
、
前
半
の
講
義
を

踏
ま
え
、
評
価
制
度
を
人
材
育
成
に
活
用

す
る
た
め
の
「
人
材
を
成
長
さ
せ
る
評
価

制
度
と
運
用
の
仕
組
み
」
に
つ
い
て
吉
田

氏
か
ら
解
説
を
い
た
だ
き
、
自
社
の
評
価

制
度
構
築
に
向
け
た
演
習
を
行
い
ま
し
た
。

演
習
で
は
、
各
自
の
部
下
を
イ
メ
ー
ジ
し
、

「
目
標
達
成
評
価
」、「
マ
イ
ン
ド
評
価
」、

「
発
揮
能
力
評
価
」
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か

ら
実
際
の
部
下
に
対
す
る
人
事
評
価
シ
ー

ト
を
作
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
作
成
し
た

評
価
シ
ー
ト
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
内
で
発

表
を
行
い
、
評
価
に
関
す
る
疑
問
点
や
悩

み
、
自
社
の
評
価
制
度
の
内
容
に
至
る
ま

学
科
代
表
生
徒

と
の
懇
談

ビジネスコーチ㈱
伊藤善廣氏

ビジネスコーチ㈱
吉田 寿氏

第2回人事労務委員会

グループ発表

挨
拶
を
す
る

大
宮
商
業
高
校

西
垣
校
長

授業視察の様子
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平
成
二
八
年
度
第
二
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
セ
ミ
ナ
ー
「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
海
外
展
開

支
援
事
業
を
活
用
し
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
開
催

平
成
二
八
年
度
第
三
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会

「
サ
ー
ビ
ス
産
業
海
外
展
開
の
ナ
レ
ッ
ジ
を
共
有
し
業

態
を
超
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
よ
う
」と
題
し
、

グ
ロ
ー
バ
ル・サ
ー
ビ
ス
実
践
塾
in
埼
玉
を
開
催

で
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
他
社
の
制
度
の
内
容
等
か
ら
、

自
社
の
評
価
制
度
を
見
直
す
ヒ
ン
ト
を
得

ら
れ
た
様
子
で
し
た
。

最
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
部
門
を
超
え

た
評
価
基
準
の
設
定
や
、
評
価
者
側
の
評

価
目
線
の
統
一
方
法
な
ど
、
多
岐
に
わ
た

る
質
問
が
出
さ
れ
、
会
社
と
社
員
を
成
長

さ
せ
る
人
事
評
価
制
度
に
対
す
る
関
心
の

高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
�Japan

International
Coop-

eration
A
gency

）は
日
本
の
政
府
開
発

援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
を
一
元
的
に
行
う
実
施

機
関
と
し
て
開
発
途
上
国
へ
の
国
際
協
力

を
行
う
と
と
も
に
、
途
上
国
の
社
会
経
済

の
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
製
品
・
技
術
を

持
つ
中
小
企
業
の
海
外
展
開
に
向
け
た
、

「
基
礎
調
査
」、「
案
件
化
調
査
」、「
普
及
・

実
証
活
動
」
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

十
一
月
二
四
日
㈭
の
平
成
二
八
年
度
第

二
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会
は
、
新
た
に
成

長
が
期
待
さ
れ
る
開
発
途
上
国
へ
の
事
業

展
開
を
既
に
実
施
ま
た
は
検
討
中
の
企
業

も
多
い
こ
と
を
踏
ま
え
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
全

面
的
な
協
力
を
い
た
だ
き
、
本
会
と
の
共

催
で
「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
海
外
展
開
支
援
事
業

を
活
用
し
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル

に
て
開
催
し
、
十
四
名
の
方
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

◇
セ
ミ
ナ
ー
概
要

ま
ず
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ア
フ
リ
カ
部
参
事
役

吉
澤

啓
氏
に
ご
登
壇
い
た
だ
き
、「
Ｏ

Ｄ
Ａ
を
通
し
て
み
る
ア
フ
リ
カ
経
済
の
成

長
性
」
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。
吉
澤
氏
は
、
今
年
八
月
に
ケ
ニ
ア
に

て
開
催
さ
れ
た
「
第
六
回
ア
フ
リ
カ
開
発

会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ

Ｖ
Ｉ
）」
に
つ
い

て
触
れ
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
は
、
採
択
さ
れ
た

『
ナ
イ
ロ
ビ
宣
言
』で
の
日
本
の
今
後
の

支
援
策
に
基
づ
き
、
産
業
人
材
の
育
成
を

は
じ
め
、
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
保

健
シ
ス
テ
ム
の
構
築
等
、
民
間
ビ
ジ
ネ
ス

の
環
境
整
備
を
含
め
引
き
続
き
ア
フ
リ
カ

の
開
発
に
貢
献
し
て
い
く
と
の
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。

次
に
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
京
市
民
参
加
協
力

第
一
課
課
長

杉
村
悟
郎
氏
に
よ
る
「
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
中
小
企
業
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
紹

介
」
で
は
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
事
業
に
有
益
と
考
え

ら
れ
る
製
品
・
技
術
分
野
の
具
体
例
や
途

上
国
の
課
題
を
挙
げ
、
途
上
国
の
開
発
ニ

ー
ズ
と
中
小
企
業
の
製
品
・
技
術
の
マ
ッ

チ
ン
グ
を
支
援
す
る
支
援
策
に
つ
い
て
説

明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
ア
フ
リ
カ
人
研
修
員

ベ
ケ

レ
・
テ
オ
ド
ロ
ス
氏
（
エ
チ
オ
ピ
ア
）
か

ら
、「
ア
フ
リ
カ
人
留
学
生
の
日
本
企
業

へ
の
提
言
」
を
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ベ
ケ
レ
氏
は
、
五
年
間
で
千
人
の
ア

フ
リ
カ
の
若
者
に
対
し
日
本
の
大
学
で
の

教
育
に
加
え
、
日
本
企
業
で
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
行
う
『
ア
フ
リ
カ
の
若
者
の

た
め
の
産
業
人
材
育
成
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

（
Ａ
Ｂ
Ｅ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
）』
に
よ
り

来
日
さ
れ
ま
し
た
。
ベ
ケ
レ
氏
は
、
ア
フ

リ
カ
で
事
業
を
展
開
す
る
上
で
必
要
な
ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て
触
れ
、
現
地
に
足
を
運

び
ア
フ
リ
カ
が
何
を
望
ん
で
い
る
の
か
を

考
え
、
進
出
地
域
で
最
も
影
響
力
の
あ
る

人
物
と
の
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
が
効
果

的
で
あ
る
な
ど
、
ア
フ
リ
カ
人
な
ら
で
は

の
視
点
か
ら
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
㈱
さ
く
ら
社

代
表
取
締
役

社
長

横
山
験
也
氏
及
び
リ
ソ
ー
ス
サ
プ

ラ
イ
合
同
会
社

研
究
員

松
山
匡
延
氏

か
ら
「
ル
ワ
ン
ダ
に
お
け
る
算
数
ソ
フ
ト

教
材
の
製
品
特
性
を
生
か
し
た
事
業
展
開

へ
向
け
て
の
現
地
調
査
状
況
」
に
つ
い
て
、

㈱
日
本
テ
レ
ソ
フ
ト

代
表
取
締
役
社
長

金
子
秀
明
氏
か
ら
「
ス
ー
ダ
ン
に
お
け
る

視
聴
覚
Ｉ
Ｔ
機
器
整
備
と
教
育
・
就
業
支

援
事
業
の
取
組
事
例
」
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
の
「
案
件
化
調
査
」
を
活
用
し
た
事

例
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

横
山
氏
と
松
山
氏
は
、
経
済
成
長
が
著

し
い
ル
ワ
ン
ダ
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性
に
つ

い
て
触
れ
た
後
、
自
社
の
小
学
生
向
け
算

数
教
材
ソ
フ
ト
を
使
用
し
た
調
査
結
果
を

報
告
し
、
現
地
の
子
ど
も
た
ち
に
一
定
の

学
習
効
果
が
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
現
地

に
足
を
運
び
相
手
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把

握
し
て
事
業
展
開
に
生
か
す
こ
と
の
重
要

性
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
金
子
氏

か
ら
は
、
ス
ー
ダ
ン
共
和
国
の
視
覚
障
害

者
の
教
育
・
就
業
機
会
改
善
に
よ
る
途
上

国
支
援
の
た
め
、
点
字
プ
リ
ン
タ
ー
市
場

へ
の
参
入
を
目
的
と
し
た
調
査
結
果
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
、
将
来
Ｏ
Ｄ
Ａ
と
し
て

事
業
展
開
す
る
に
は
、
よ
り
多
く
の
現
地

組
織
に
Ｐ
Ｒ
を
行
い
需
要
を
高
め
る
必
要

が
あ
る
が
、
今
回
の
調
査
に
よ
り
今
後
の

可
能
性
が
見
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
触

れ
ら
れ
ま
し
た
。

十
一
月
二
八
日
㈪
の
平
成
二
八
年
度
第

三
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会
は
、
国
内
市
場

の
縮
小
を
受
け
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
お
い

て
も
海
外
を
視
野
に
入
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
展

発表する
ベケレ・テオドロス氏

《事例報告》
㈱日本テレソフト
金子秀明氏

説明する
JICA 杉村悟郎氏

講演する
JICA 吉澤 啓氏

《事例報告》
リソースサプライ合同会社

松山匡延氏

《事例報告》
㈱さくら社
横山験也氏

第2回グローバル委員会
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平
成
二
八
年
度
第
三
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

『
埼
玉
県
障
害
者
雇
用
促
進
セ
ミ
ナ
ー
』を
開
催

開
が
重
要
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
ジ
ェ
ト
ロ
関
東
、
埼
玉
県
と
本
会
の

共
催
に
よ
り
、
埼
玉
県
で
初
め
て
「
グ
ロ

ー
バ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
実
践
塾
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
実
践
塾
」

は
、
日
本
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
海
外
展
開
の

ナ
レ
ッ
ジ
を
共
有
し
、
業
態
を
超
え
た
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
経
営
者
有
志
に
よ

り
組
織
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
浦
和
ロ

イ
ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ
ホ
テ
ル
四
階
ロ
イ
ヤ
ル

プ
リ
ン
セ
ス
に
て
開
催
し
、
九
十
名
の
方

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
渡
辺

充
埼
玉
県
産
業
労
働
部

参
事
兼
副
部
長
に
ご
挨
拶
い
た
だ
き
、
続

い
て
、
わ
が
国
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
グ
ロ
ー

バ
ル
化
推
進
の
立
役
者
で
あ
る
、
独
立
行

政
法
人
日
本
貿
易
振
興
機
構
（
ジ
ェ
ト

ロ
）
サ
ー
ビ
ス
産
業
部
長

北
川

浩
伸

氏
か
ら
、「
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
�
い
ま
�
と
�
こ
れ
か
ら
�」
と
題

し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
北
川
氏

か
ら
は
、「
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
サ

ー
ビ
ス
産
業
の
割
合
は
七
二
％
と
高
く
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い

る
。
一
方
で
、
人
口
減
少
に
よ
り
国
内
市

場
が
縮
小
傾
向
で
あ
る
こ
と
に
伴
い
、
新

た
な
海
外
市
場
の
開
拓
を
目
的
と
し
た
ア

ジ
ア
へ
の
進
出
を
検
討
す
る
企
業
が
増
加

し
て
い
る
。
海
外
進
出
に
あ
た
っ
て
は
、

経
営
者
自
ら
が
様
々
な
国
や
地
域
に
実
際

に
足
を
運
ん
で
現
地
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、『
親
日
度
』
を
把
握
す
る
こ
と
も
重

要
な
戦
略
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
ジ
ェ
ト
ロ

と
し
て
も
様
々
な
支
援
事
業
の
ス
キ
ー
ム

が
あ
る
の
で
活
用
し
て
ほ
し
い
。」と
の
お

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
既
に
海
外
出
店
が
百
店
を
超

え
た
Ｑ
Ｂ
ハ
ウ
ス
グ
ル
ー
プ
ト
ッ
プ
の
キ

ュ
ー
ビ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株

式
会
社

代
表
取
締
役

北
野

泰
男
氏

と
、
国
内
九
店
、
海
外
十
六
店
を
経
営
す

る
、
煮
干
し
ラ
ー
メ
ン
凪
で
有
名
な
株
式

会
社
凪
ス
ピ
リ
ッ
ツ

代
表
取
締
役
社
長

生
田

智
志
氏
の
両
氏
か
ら
、
海
外
進
出

に
は
立
地
や
法
規
制
等
現
地
事
情
に
詳
し

い
パ
ー
ト
ナ
ー
の
確
保
が
重
要
で
あ
る
と

し
て
、
そ
の
相
手
選
び
の
ポ
イ
ン
ト
や
、

時
間
や
資
金
に
余
力
を
持
ち
、
海
外
進
出

を
任
せ
ら
れ
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
も

重
要
で
あ
る
な
ど
、
自
身
の
失
敗
体
験
を

交
え
て
海
外
進
出
事
例
を
発
表
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
は
、
講
師
、
事
例

発
表
者
を
囲
ん
で
の
交
流
会
を
開
催
し
、

積
極
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

平
成
二
八
年
四
月
一
日
か
ら
、
障
害
を

理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す

る
法
律
（
障
害
者
差
別
解
消
法
）
及
び
、

障
害
者
の
要
望
に
過
度
な
負
担
に
な
ら
な

い
範
囲
で
応
じ
る
「
合
理
的
配
慮
」
を
義

務
付
け
た
改
正
障
害
者
雇
用
促
進
法
が
施

行
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
改
正
障
害
者
雇

用
促
進
法
に
よ
り
、
平
成
三
十
年
度
か
ら

精
神
障
害
者
を
法
定
雇
用
率
の
算
定
基
礎

に
加
え
る
等
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
、
加
え

て
法
定
雇
用
率
の
改
正
が
見
込
ま
れ
る
な

ど
、
企
業
が
障
害
者
雇
用
を
進
め
る
環
境

が
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
十
一
月
二

九
日
㈫
の
平
成
二
八
年
度
第
三
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ

第3回グローバル委員会

講演する
JETRO
北川浩伸氏

開会挨拶をする
埼玉県産業労働部
参事兼副部長
渡辺 充氏

《交流会》積極的な交流が行われた

《事例発表》
キュービーネット
ホールディングス㈱
北野 泰男氏

《事例発表》
㈱凪スピリッツ
生田智志氏

交流会閉会の挨拶をする
埼玉県産業労働部長
立川吉朗氏

様々な質問も出された

説明する
鍵和田幹夫氏

講演する
巽 新吾氏

開会挨拶をする
埼玉労働局

平川雅浩職業安定部長

《事例発表》
ファインシンター三信㈱
小林雅也氏

《事例発表》
社会福祉法人至福の会
大野沙織氏
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平
成
二
十
八
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座

『
管
理
職
候
補
者
研
修
（
前
期
Ⅰ
・
Ⅱ
）』
開
催

平
成
二
十
八
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座

『
出
前
セ
ミ
ナ
ー
（
川
越
・
所
沢
・
秩
父
）
』開
催

平
成
二
十
八
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座

『
研
修
講
師
養
成
講
座

（
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
研
修
）』
開
催

委
員
会
で
は
、
企
業
の
皆
様
に
障
害
者
雇

用
の
一
層
の
促
進
を
図
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
埼
玉
労
働
局
、
埼
玉

県
、
本
会
の
三
者
共
催
に
よ
り
、
大
宮
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て

『
埼
玉
県
障
害
者
雇
用
促
進
セ
ミ
ナ
ー
』

開
催
し
、
九
六
名
の
方
々
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

◇
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

ま
ず
、
埼
玉
労
働
局
平
川
雅
浩
職
業
安

定
部
長
に
ご
挨
拶
い
た
だ
き
、
そ
の
後
公

益
財
団
法
人
西
熊
谷
病
院
副
院
長

巽

新
吾
氏
か
ら
、「
精
神
障
害
者
の
雇
用
定

着
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
ご
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
巽
氏
か
ら
は
、
精
神
障
害

者
の
再
発
率
は
高
く
、
再
発
に
よ
り
自
信

喪
失
や
治
療
の
長
期
化
等
多
く
の
弊
害
を

伴
う
た
め
、
障
害
に
対
す
る
周
囲
の
理
解

と
、
相
談
し
や
す
い
雰
囲
気
を
醸
成
す
る

な
ど
�
さ
り
げ
な
い
�
サ
ポ
ー
ト
体
制
を

構
築
し
、
社
会
の
中
で
育
て
る
気
持
ち
で

雇
用
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
に
、「
障
害
者
を
雇
用
す
る
に
あ
た

っ
て
」
と
し
て
、
埼
玉
県
障
害
者
雇
用
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長

鍵
和
田
幹
夫
氏
か

ら
、
改
正
障
害
者
雇
用
促
進
法
の
施
行
に

よ
り
義
務
付
け
ら
れ
た
「
合
理
的
配
慮
」

へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
障
害
者
自
ら
が
申

し
出
る
こ
と
は
難
し
い
場
合
も
あ
る
た
め
、

事
業
主
は
支
援
機
関
を
巻
き
込
ん
で
対
応

を
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
ご

説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
、「
障
害
者
雇
用
企
業
に
よ
る

事
例
発
表
」
と
し
て
、
社
会
福
祉
法
人
至

福
の
会

む
さ
し
の
園

総
務

大
野
沙

織
氏
、
フ
ァ
イ
ン
シ
ン
タ
ー
三
信
株
式
会

社

総
務
部

小
林
雅
也
氏
の
両
氏
か
ら
、

現
在
雇
用
さ
れ
て
い
る
障
害
者
職
員
の
勤

務
状
況
や
、
障
害
者
雇
用
の
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
、
業
務
上
の
担
当
職
員
を
設
定
し
、

定
期
的
な
相
談
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
現
場
職
員
に
対
し
て
研
修
を
行
い
、

障
害
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
有
効
で

あ
る
な
ど
、
雇
用
を
検
討
す
る
企
業
向
け

に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

九
月
十
四
日
㈬
、
十
月
二
八
日
㈮
埼
玉

県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
本
会
と
の

共
催
で
、
平
成
二
八
年
度
働
く
女
性
応
援

講
座
をW

ith
you

さ
い
た
ま
に
お
い
て

開
催
し
、
合
計
十
五
名
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

今
回
は
『
管
理
職
候
補
者
研
修
（
前
期

Ⅰ
・
Ⅱ
）』
と
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト

能
勢
み
ゆ
き
氏
を
講
師
と
し

て
お
招
き
し
ま
し
た
。

一
日
目
は
「
管
理
職
候
補
者
の
上
司
」

を
対
象
に
、
将
来
管
理
職
と
な
る
可
能
性

の
あ
る
女
性
部
下
へ
の
動
機
づ
け
の
仕
方

や
日
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り

方
の
習
得
、二
日
目
は「
管
理
職
候
補
者
」

を
対
象
に
、
将
来
管
理
職
と
な
る
場
合
に

必
要
な
考
え
方
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ス
キ
ル
を
習
得
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

今
年
度
新
た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実
施

し
ま
し
た
。

講
義
で
は
、「
女
性
管
理
職
候
補
者
の

強
み
と
弱
み
」、「
上
司
か
ら
期
待
さ
れ
て

い
る
こ
と
」
等
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
演

習
を
行
い
、
女
性
管
理
職
育
成
の
共
通
課

題
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
受
講
者
は
、
他

の
受
講
者
と
の
意
見
交
換
を
通
じ
て
上
司

と
自
分
の
関
係
を
客
観
的
に
見
る
こ
と
に

よ
り
、
管
理
職
に
な
る
た
め
に
必
要
な
能

力
や
心
構
え
を
確
認
で
き
た
様
子
で
し
た
。

埼
玉
県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
本

会
と
の
共
催
で
、
十
一
月
十
六
日
㈬
ウ
ェ

ス
タ
川
越
、
二
一
日
㈪
所
沢
市
民
文
化
セ

ン
タ
ー
ミ
ュ
ー
ズ
、
二
四
日
㈭
秩
父
地
場

産
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
平
成
二
八
年
度
働

く
女
性
応
援
講
座
を
開
催
し
、
合
計
二
十

名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
通
常
の

講
座
は
、
さ
い
た
ま
市
に
あ
る
「W

ith
you

さ
い
た
ま
」
で
の
開
催
と
な
り
ま
す

が
、
今
年
度
は
県
内
各
地
で
出
前
セ
ミ
ナ

ー
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

川
越
・
所
沢
会
場
で
は
『
対
人
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
』、
秩
父
会
場
で
は『
キ

ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
』
を
テ
ー
マ
に
、
キ
ャ

リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

河
﨑
理
恵
子
氏

を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
て
開
催
し
ま
し

た
。『

対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
』
で

は
、
人
間
関
係
を
築
く
だ
け
で
な
く
、
効

率
よ
く
仕
事
を
進
め
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
と

な
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
体

験
的
に
学
び
、『
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
』

で
は
、
自
分
が
望
む
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

合
っ
た
働
き
方
や
生
き
方
に
つ
い
て
、
参

加
者
同
士
の
対
話
か
ら
新
た
な
価
値
観
や

興
味
の
方
向
な
ど
の
気
づ
き
を
得
ら
れ
た

様
子
で
し
た
。

十
一
月
十
八
日
㈮
、
十
二
月
二
日
㈮
埼

玉
県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
本
会
と

の
共
催
で
、
平
成
二
八
年
度
働
く
女
性
応

援
講
座
をW

ith
you

さ
い
た
ま
に
お
い

て
開
催
し
、
合
計
四
十
名
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
『
研
修
講
師
養
成
講
座
（
キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
研
修
）』と
し
て
、
キ
ャ
リ

ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

河
﨑
理
恵
子
氏
を

講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
研
修
の
体
験
と
実
演
を
通
じ
て
、
自

社
内
で
研
修
を
実
施
す
る
た
め
の
ス
キ
ル

を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
今
年
度
新

規
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

第3回CSR委員会

働く女性応援講座
「出前セミナー（ウェスタ川越）」

働く女性応援講座
「管理職候補者研修（前期Ⅰ・Ⅱ）」
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平
成
二
十
八
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座
（
第
十
二
講
）

『
メ
ン
タ
ル
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
開
催

青青
年年
経経
営営
者者
部部
会会

第
三
八
回
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

富
澤
慎
太
郎
氏
（
サ
ン
フ
レ
ッ
セ
常
務

取
締
役
営
業
本
部
長
）
が
優
勝

青青
年年
経経
営営
者者
部部
会会

第
四
一
回
経
営
者
協
会
青
年
部
会

全
国
大
会
in
堺
開
催

一
日
目
は
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
研
修

の
体
験
と
、
自
身
が
講
師
と
な
っ
て
行
う

研
修
の
実
演
に
向
け
た
準
備
を
行
い
、
二

日
目
は
、
研
修
の
実
演
を
グ
ル
ー
プ
内
で

行
い
、
他
の
受
講
者
か
ら
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
を
受
け
る
形
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

受
講
者
は
、
研
修
の
実
演
を
通
じ
て
、

講
師
と
受
講
者
側
の
意
識
の
違
い
に
戸
惑

い
な
が
ら
も
、
講
師
の
動
き
や
研
修
の
進

め
方
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
、
自
社
内
で
の

研
修
実
施
に
向
け
て
意
欲
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。

十
一
月
二
六
日
㈯
埼
玉
県
女
性
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
と
本
会
と
の
共
催
で
、
平
成

二
八
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座
をW

ith
you

さ
い
た
ま
に
お
い
て
開
催
し
、
四
三

名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は「
メ
ン
タ
ル
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

を
テ
ー
マ
に
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト

喜
多
朋
子
氏
を
講
師
と
し
て
お
招
き

し
、
日
常
感
じ
る
ス
ト
レ
ス
へ
の
対
処
法

や
折
れ
な
い
心
の
つ
く
り
方
を
学
ぶ
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
自
身
の
ス
ト
レ
ス
度
合

い
の
チ
ェ
ッ
ク
や
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
に
関
す
る
事
例
研
究
な
ど
、
グ
ル
ー
プ

演
習
を
交
え
て
講
義
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

講
義
で
は
、
ス
ト
レ
ス
の
種
類
や
心
身

に
与
え
る
影
響
を
理
解
す
る
こ
と
の
重
要

性
や
、
自
己
分
析
を
通
じ
て
自
己
理
解
を

深
め
る
と
と
も
に
、
他
者
を
理
解
す
る
こ

と
で
ス
ト
レ
ス
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
ト
レ
ス
と
上
手
く
付
き
合
う

た
め
に
は
、
食
事
や
睡
眠
、
趣
味
の
時
間

を
大
事
に
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
こ

と
を
再
認
識
さ
れ
、
日
常
生
活
を
振
り
返

り
、
グ
ル
ー
プ
内
で
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

第
三
八
回
青
年
経
営
者
部
会
会
員
親
睦

ゴ
ル
フ
大
会
は
、
一
一
月
二
日
㈬
鳩
山
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
一
二
名
が

参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。
ゴ
ル
フ
大
会
の

開
催
は
七
年
ぶ
り
で
、
近
年
入
会
し
た
新

会
員
の
方
も
多
く
参
加
さ
れ
た
。

開
会
式
で
は
、
矢
部
利
人
実
行
委
員
長

（
丸
和
工
業
代
表
取
締
役
社
長
）
の
挨
拶
、

望
月
諭
実
行
委
員
（
望
月
印
刷
代
表
取
締

役
社
長
）
の
ご
紹
介
、
ル
ー
ル
説
明
が
行

わ
れ
た
。

会
場
と
な
っ
た
鳩
山
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
は
、�
池
の
魔
術
師
�
と
し
て
名
高
い

小
林
光
昭
氏
設
計
に
よ
る
ク
ラ
ブ
で
、
巧

み
に
配
置
さ
れ
た
池
や
バ
ン
カ
ー
と
絡
む

シ
ー
ン
が
多
い
た
め
戦
略
性
が
高
く
、
ま

た
、
広
々
と
し
た
ホ
ー
ル
は
、
テ
ィ
ー
イ

ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
ピ
ン
フ
ラ
ッ
グ
が
望

め
、
ゆ
っ
た
り
か
つ
豪
快
プ
レ
ー
が
楽
し

め
る
。

当
日
は
、
秋
の
美
し
い
景
色
の
パ
ノ
ラ

マ
の
中
、
日
頃
の
腕
前
を
競
っ
た
。

結
果
は
、
富
澤
慎
太
郎
氏
（
サ
ン
フ
レ

ッ
セ
常
務
取
締
役
営
業
本
部
長
）
が
優
勝
、

準
優
勝
は
、
浅
野
貴
之
氏
（
協
和
テ
ッ
ク

代
表
取
締
役
）
が
受
賞
し
た
。

表
彰
式
は
、
栗
原
志
功
部
会
長
（
あ
な

た
の
幸
せ
が
私
の
幸
せ
代
表
取
締
役
社

長
）
の
開
会
挨
拶
の
後
、
表
彰
式
に
移
り
、

各
賞
の
表
彰
の
ス
ピ
ー
チ
が
行
わ
れ
、
続

い
て
賑
や
か
な
懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。

プ
レ
ー
や
懇
親
会
を
通
し
て
、
普
段
の

例
会
と
は
異
な
る
環
境
で
部
会
員
の
懇
親

を
深
め
る
機
会
と
な
っ
た
。

青
年
部
会
で
は
、
他
県
の
部
会
と
の
地

域
を
越
え
た
相
互
啓
発
や
交
流
の
機
会
と

し
て
、一
一
月
一
一
日
㈮
・
一
二
日
㈯
一
泊

二
日
の
行
程
で
、「
第
四
一
回
経
営
者
協
会

青
年
部
会
全
国
大
会
in
堺
〜
も
の
の
は
じ

ま
り
何
で
も
堺
」
に
参
加
し
た
。
当
部
会

か
ら
の
参
加
は
六
名
。
貿
易
都
市
・
商
業

都
市
と
し
て
栄
え
た
堺
は
、
全
国
の
経
営

者
協
会
の
中
で
唯
一
�
市
�
単
位
で
活
動

を
し
て
お
り
、
そ
の
堺
経
営
者
協
会
青
年

経
営
研
究
会
が
主
管
と
な
り
、
全
国
か
ら

若
手
経
営
者
を
中
心
に
二
三
〇
名
が
参
加

し
、
過
去
最
大
規
模
で
の
開
催
と
な
っ
た
。

第
一
日
目
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
正
副
会

長
会
議
・
全
国
大
会
式
典
・
記
念
講
演
・

懇
親
会
・
二
次
会
の
五
部
構
成
。

正
副
部
会
長
会
議
で
は
、
今
後
二
〇
二

一
年
ま
で
の
全
国
大
会
の
開
催
地
が
発
表
、

承
認
さ
れ
た
。

続
く
全
国
大
会
で
は
、
堺
青
年
経
営
研

究
会
代
表
幹
事
の
山
野
幹
夫
氏
（
㈱
サ
カ

イ
引
越
セ
ン
タ
ー
常
務
取
締
役
）
の
主
催

者
挨
拶
に
は
じ
ま
り
、
堺
経
営
者
協
会
会

長
の
西
村
隆
氏
に
よ
る
歓
迎
挨
拶
、
堺
市

長
竹
山
修
氏
、
堺
商
工
会
議
所
会
頭
前
田

寛
司
氏
に
よ
る
来
賓
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

記
念
講
演
は
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ

ズ
か
ら
直
接
ア
ッ
プ
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
の
代

表
に
任
命
さ
れ
、
日
本
にA

pple

旋
風

を
巻
き
起
こ
し
た
伝
説
の
経
営
者
、
㈱
コ

ミ
ュ
ニ
カCEO&Founder

、元
ア
ッ
プ

ル
・
ジ
ャ
パ
ン
代
表
取
締
役
社
長
山
元
賢

働く女性応援講座
「研修講師養成講座（キャリアデザイン研修）」

参加者集合写真：新メンバーも多く参加し懇親を深めた

働く女性応援講座（第12講）
「メンタル・マネジメント」
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新新
入入
社社
員員
フフ
ォォ
ロロ
ーー
アア
ッッ
ププ

研研
修修
をを
追追
加加
開開
催催

治
氏
が
「
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
必
要
な
リ

ー
ダ
ー
の
資
質
」
と
題
し
て
講
演
。

山
元
氏
は
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
開
発
製
造
部
門

か
ら
キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
し
、
常
に
厳

し
い
グ
ロ
ー
バ
ル
・
カ
ン
パ
ニ
ー
の
経
営

現
場
で
経
験
や
知
識
を
培
っ
て
き
た
。

様
々
な
経
験
談
や
現
在
の
取
組
み
を
交
え

て
「
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
下
に
お
け
る
日
本

企
業
の
現
状
」「
今
後
の
日
本
が
目
指
す

べ
き
復
活
の
方
向
」「
こ
れ
か
ら
の
リ
ー

ダ
ー
が
持
つ
べ
き
新
し
い
世
界
の
常
識
や

資
質
」
な
ど
に
つ
い
て
熱
く
語
っ
た
。

参
加
者
は
そ
の
熱
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
巻

き
込
ま
れ
る
よ
う
に
聴
講
し
「
伝
説
の
経

営
者
」
か
ら
「
き
づ
き
・
し
げ
き
・
げ
ん

き
」
を
直
接
い
た
だ
い
た
貴
重
な
機
会
と

な
っ
た
。

懇
親
会
で
は
、
堺
ら
し
さ
・
大
阪
ら
し

さ
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
天
下
の
台
所
と
言

わ
れ
た
「
な
に
わ
」
の
食
文
化
に
ま
つ
わ

る
飲
食
ブ
ー
ス
が
用
意
さ
れ
、
賑
や
か
に

歓
談
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
は
関
西
で
人

気
を
博
し
て
い
る
夫
婦
漫
才
コ
ン
ビ
の

「
か
つ
み
・
さ
ゆ
り
」、
タ
レ
ン
ト
の
橋

本
マ
ナ
ミ
と
い
っ
た
有
名
タ
レ
ン
ト
を
迎

え
て
の
部
会
対
抗
の
ク
イ
ズ
大
会
、
堺
火

縄
銃
保
存
会
に
よ
る
甲
冑
姿
で
の
観
光
Ｐ

Ｒ
、
次
回
全
国
大
会
開
催
地
で
あ
る
千
葉

経
営
者
協
会
青
年
経
営
者
ク
ラ
ブ
の
皆
様

に
よ
る
ア
ピ
ー
ル
タ
イ
ム
と
続
い
た
。
最

後
は
Ｄ
Ｊ
と
ダ
ン
サ
ー
に
よ
る
ダ
ン
ス
タ

イ
ム
で
賑
や
か
に
締
め
括
ら
れ
、
地
域
を

越
え
た
参
加
部
会
員
同
士
で
懇
親
を
深
め

た
懇
親
会
は
、
盛
会
裏
に
終
了
し
た
。

明
け
て
二
日
目
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る

エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
は
、
秋
晴
れ
の
空
の

下
、
境
を
代
表
す
る
名
門
コ
ー
ス
で
あ
る

「
泉
ヶ
丘
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
の
ゴ
ル

フ
コ
ー
ス
」と「
歴
史
文
化
の
町
堺
と
く
い

だ
お
れ
の
町
・
水
の
都
大
阪
観
光

コ
ー
ス
」
の
二
コ
ー
ス
に
別
れ
て

そ
れ
ぞ
れ
盛
大
か
つ
和
や
か
に
行

わ
れ
、
二
日
間
を
通
し
て
、
全
国

規
模
で
の
部
会
員
の
相
互
啓
発
・

交
流
の
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

参
加
申
込
み
多
数
に
つ
き
、
新
入
社
員

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
を
一
一
月
七
日
㈪
、

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
で
追
加
開
催
し
た
。

（
合
計
で
一
九
社
九
七
名
が
参
加
）

〔
参
加
会
社
・
組
織
〕

ア
イ
ル
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
㈱
①
、
㈱

ウ
ェ
ル
デ
ィ
ン
グ
ア
ロ
イ
ズ
・
ジ
ャ
パ
ン

①
、（
一
社
）
さ
い
た
ま
住
宅
検
査
セ
ン

タ
ー
②
、
㈱
埼
玉
種
畜
牧
場
⑫
、

ジ
ェ
コ
ー
㈱
⑤
、
杉
田
電
線
㈱
①
、

㈱
青
和
運
輸
②
、
㈱
大
和
不
動
産

①
、
東
京
イ
ン
キ
㈱
⑩
、
日
神
電

子
㈱
②
、
冨
士
ブ
レ
ー
キ
工
業
㈱

②
、
㈱
雄
飛
堂
②

○
の
中
の
数
字
は
、
参
加
者
数
。

合
計
四
一
名
。

懇
親
会
・
各
地
か
ら
2
3
0
名
の

青
年
部
部
会
員
が
参
加

入
社
後
半
年
、
心
構
え
や
マ
ナ
ー
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん
だ

他
社
の
メ
ン
バ
ー
と
熱
心
に
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
に
取
り
組
み
な
が
ら
学
び

と
刺
激
を
得
る

記
念
講
演
・
講
演
す
る

㈱
コ
ミ
ュ
ニ
カ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
山
元
賢
治
氏

講
演
後
、
講
師
と
の
記
念
撮
影
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「第4次産業革命」が語
られて久しくなります。
今後、種々のシステム開
発や意思決定のプロセス
で数理情報系人材の果た
す役割は益々大きくなる
ことでしょう。日本でも
数理情報系人材をどのよ
うな場面でどのように活
かしていくか、真剣に考
える時期を迎えているよ
うに思います。研究に限
らず、人材育成も含めて、
お役に立てることがござ
いましたら、どうぞお声
がけください。微力なが
ら貢献したいと考えてお
ります。

学歴・略歴
重原 孝臣
（しげはら たかおみ）
1988年、東京大学大学院
理学系研究科物理学専攻
博士課程修了、理学博士。
2004年、埼玉大学工学部
教授。2008年より現職。
現在の専門は数値線形代
数、ハイパフォーマンス
コンピューティング。

本学のオープンイノベーション
センターの産学官連携推進部門から今回このコラ
ムに一筆書くようにお話を承って、正直なところ
戸惑いました。というのは、私が普段取り組んで
いる研究は「大規模な数学の問題」をスーパーコ
ンピュータなどの高性能計算機を使って解くため
のアルゴリズム（計算手順）の設計・開発・実装・
検証といった内容で、数理科学に関わることばか
り。日常はもっぱら紙と鉛筆を使った計算とか、
計算機の端末と睨めっこの生活。このコラムに最
も相応しくない者のように感じました。ここ2年
半余り、工学部長などという身に余る大役を仰せ
つかってしまい、立場上、学部の先生方には、実
社会への応用を念頭において研究を進めていただ
いて産官金の皆様方との絆を強くするように努め
てください、などとお願いしつつも、自身の普段
の研究生活を振り返るに、何か後ろめたい思いも
少なからずございました。
そんな私ではありますが、研究室の桑島豊助教
とともに、ここ2年程、埼玉県の「次世代住宅産

業プロジェクト」に関わらせていただきました。
これまで無縁な分野でしたが、埼玉県産業振興公
社の皆様からお声がけいただいて、「一定の条件
を満たしつつ、コストをできるだけ抑えて消費エ
ネルギーや二酸化炭素排出量をできるだけ少なく
するための住宅の外皮や設備の組み合わせを半自
動で算出する最適化システム」の設計・開発を承
りました。県内を中心とする建設業者、住宅メー
カー、建築CADソフト開発業者等々の皆様にご
指導をたまわり、桑島助教の尽力もあってお陰様
で「お試し版」をほぼ完成させるところまで何と
かこぎつけることができました。
普段は「ああでもない、こうでもない」とウン
ウン唸りつつ、独り研究室にこもって修行僧のよ
うな生活を送ってばかりいた私にとっては、ご専
門やお立場が異なる皆様とチームを組んで一つの
目的に向かって突き進むプロセスはとても新鮮で、
得難い経験をさせていただいたと深く感謝してい
るところです。

多様なニーズに応える保
育
多様なニーズに応える学
習支援
社会的起業

学歴・略歴
堀田 香織
（ほった かおり）
1991年3月 東京大学大
学院教育学研究科教育心
理専攻博士課程 単位取
得退学
虎の門病院心理療法室、
東京大学学生相談所、東
京大学大学院教育学研究
科附属・学校臨床総合教
育研究センターを経て、
1999年10月より埼玉大学
教育学部助教授。2006年
4月より同教授。2016年
4月より埼玉大学男女共
同参画担当副学長。

不登校、ひきこもり、いじめ自
殺、子どもの虐待など、現代社会では家族や子ど
もを取り巻く深刻な問題が噴出しています。私は
臨床心理学領域の実践研究を専門としており、問
題を抱える子どもたちの心理治療をしたり、親の
カウンセリングをしたりしています。一方でこれ
らの問題を特定の子どもやその親の問題として治
療したり矯正しようとしたりするのみではなく、
時代とともに変化する子どもたちと学校環境の有
り方とのミスマッチによって起こる問題としてと
らえたり、社会構造の歪みの現れとしてとらえる
視点を大事にしています。
例えば、1970年代まで母子家庭で育つ子どもは
学業成績が悪く、学校を落第しやすく、非行に走
りやすいということが母子家庭と両親家庭の子ど
もを比較検討する心理学的調査で指摘され、父親
不在と母子家庭の教育力の低さが問題視されてき
ました。ところが、その後、そこに経済的要因を
加えて分析しなおすと、家族形態ではなく、経済
的要因の方がより大きな影響を与えていることが
分かってきました。つまり父親不在や母子家庭で
あること自体が致命的な問題なのではなく、母子

家庭の経済的困窮に目を向けた支援がなされなけ
ればならないということが明らかになりました。
社会の問題は、もっとも立場の弱い、もしくは、
センシティブな人々の問題として顕現します。そ
の顕在化した問題のひとつひとつと取り組みなが
ら、多様な人が生きやすい社会にしていくことを
私は目指したいと思っています。現在、私は埼玉
大学教育学部の教員として学生とともに、母子家
庭や里親家庭、不登校の子どもたちの家庭を支援
しています。同時に、男女共同参画担当副学長と
いう立場で、学内の多様な人々の力を最大限に活
かすダイバーシティ研究環境の実現に取り組んで
いるところです。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第999999999999999999999999888888888888888888888888回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

埼玉県次世代住宅産業プロジェクトに関わった数理科学者の端くれ
埼玉大学 工学部長／大学院理工学研究科 数理電子情報部門 情報領域 重 原 孝 臣 教授

臨床心理の現場から社会を考える
埼玉大学 教育学部 心理・教育実践学講座 堀 田 香 織 教授

箱庭
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埼玉県加須市油井ケ島は、屋敷森の点在する農村風景を保っ
ていますが、後継者問題・耕作放棄地はこの地域にも広がりつつ
あります。加須市油井ケ島の新井家に隣接する石井家も廃屋と
なって久しくなっていました。2013年2月にものつくり大学三
原研究室、工学院大学木下研究室、法政大学渡辺研究室の3大
学3研究室の協働で新井家および石井家の実測調査を行い、報
告書・実測図面集としてまとめました。実測調査を手掛かりに
3研究室は古民家修復および再生の提案を検討してきましたが、
2014年4月にこの土地を管理する農業生産法人・誠農社から新
井家納屋1階の改修依頼を受けました。設計案、模型作成から
セルフビルドによる施工まで3研究室が協働で作業しました
（2015年3月竣工）。改修案作成にあたっては木構造の稲山正弘
東大教授からもアドバイスを受け、既存建築物の構造を補強す
る方法を検討しました。また、断熱性なども改善して居住性を
高めました。内壁は漆喰塗り、外壁は中塗り土仕上げとし、伝統
的な素材と工法を採用して歴史性にも配慮しました。この改修

工事は約100㎡のささやかなものですが、「大学連携と地域連携」
という手法で地域を再生する可能性を示すことができました。
本プロジェクトは、大工作業や左官の漆喰塗り壁作業など専
門職である教員の指導を受けながら、3大学の学生が協働で施
工に取り組んだものです。建築物を利用するNPOの方と漆喰
塗りワークショップ
や現場での交流を持
つことで、作業が進
むごとに愛着が深ま
っていきました。現
在は、NPOで古民
家カフェとして営業
をしており、無肥料・
無農薬の野菜、漢方
農法米をいただくこ
とができます。

マイクロバブルは、水と種々のガス（オ
ゾンなど）から生成することが可能であ
り、多大な比表面積と表面の帯電性およ
び圧壊によるフリーラジカルの発生に由

来する優れた物理的化学的吸着能を有することから、経済的か
つ低環境負荷であると共に、狭溢部への高い浸透力があるなど
の利点があることは知られています。そして、このような特徴
を利用して、機械部品などの高精度化、高機能化
などに対応した、洗浄技術の研究、実用化が多く
の大学および企業などで行われています。
一方、本研究室では、本学開学以来から、産学
連携を重視し、高濃度なマイクロバブル発生装置
（図1参照：マイクロバブル発生の様子）を神奈
川県の中小企業と共同開発し、その実用化を多く
達成してきました。例えば、最近では、図2にあ
るように、ものつくり大学クリーンルームに設置
した、高濃度オゾンマイクロバブル発生装置にて、
低コスト、アッシングレス、酸使用レス、酸廃液
レスおよびフッ素排水レスの半導体洗浄プロセス

の確立を目的として、ウエハ上の有機汚染、金属汚染除去の可
能性を評価しました。最終的には、薬品不使用を目指したオゾ
ンマイクロバブルによる半導体ウエハ洗浄の可能性を見出すこ
とができました。
ぜひ、ものづくり埼玉の企業群との技術情報ネットワークを
密にし、共同で、マイクロバブルによる高機能な洗浄効果を見
出し、次世代の新製品の製造に貢献したいと考えています。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第777777777777777777777777999999999999999999999999回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

大学連携と地域連携による埼玉県加須市古民家改修プロジェクト
建設学科 三 原 斉 教授

三原 斉（みはら ひとし）建設学科 教授 一級建築士 一級建築施工管理技士 一級土木施工管理技士 近畿大学理工学部
建築学科卒業、工学院大学大学院工学研究科博士後期課程修了、博士（工学）、村本建設株式会社建築部工事事務所長 同 購
買課長 同 建築工務課長を経て、2001年よりものつくり大学に着任、現在に至る。専門分野：建築生産、建築構法、建築施工
管理技術者教育、建築技能者教育、など（連絡先 048‐564‐3852）

環境洗浄技術のネットワークを密に
製造学科 平 井 聖 児 教授

平井 聖児（ひらい せいじ）教授・博士（工学） 東京都立大学大学院修士修了、㈱ニコン生産議技術本部などを経て、2009
年よりものつくり大学 教授、現在に至る。専門分野：ナノ・マイクロ形状創成技術など（連絡先 048‐564‐3843）

↑解体作業
大工作業＋左官作
業（上）、完成（下）

図1 マイクロバブル発生の様子 図2 ものつくり大学クリーンルーム
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�調査対象 ……………………………550社
有効回答数 ………………………163社
回収率……………………………29．6％

�業種内訳 �内製造業………………76社
�内非製造業……………87社

�資本金別
�5000万円以下………………………78社
�5000万円超～1億円以下…………39社
�1億円超～3億円以下……………8社
�3億円超……………………………37社

企業経営動向調査（2016年度第3回〈16年10月調査〉）結果
調調 査査 概概 要要

企企業業経経営営動動向向調調査査結結果果
Ⅰ．景況判断（DI＝「上昇」－「下降」）

�最近の国内景気DI は、製造業は16年
7月比で横這い、非製造業は小幅なが
ら改善している。

�先行きについては、製造業・非製造業
とも悪化を見込んでいる。

16年10月

－12

－15

－10

－21

－24

－18

16年7月

－14

－14

－15

－13

－17

－9

1．国内景気DI

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の業界景気DI は、製造業は16年
7月比で小幅の改善、非製造業は「＋
11」の改善となっている。

�先行きについては、製造業は横這い、
非製造業は小幅ながら改善を見込んで
いる。

16年10月

－11

－17

－6

－11

－15

－8

16年7月

－19

－21

－17

－16

－16

－15

2．業界の景気DI

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の自社業況DI は、製造業は16年
7月比で「＋9」、非製造業は「＋11」
と改善している。

�先行きについては、製造業・非製造業
とも横ばいを見込んでいる。

16年10月

4

0

7

－1

－4

2

16年7月

－6

－9

－4

－2

－6

2

3．自社の業況DI

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）
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Ⅱ－1．経営動向（売上高）
（注）16／7－9月期、10－12月期の上段の（ ）内の数値は16年7月調査時の見通し

�7－9月期の売上高DI は、製造業は4－6
月期比で「＋23」、非製造業は「＋40」と大
幅に改善した。

�今後の見通しは、10－12期は製造業、非製造
業とも前期比好転を見込むが、1－3月期に
ついては悪化を見込んでいる。

見 通 し

17／1－3

3

－4

9

10－12

（21）
20

（13）
20

（29）
20

実 績

7－9

（6）
6

（1）
－3

（10）
14

16／4－6

－26

－26

－26

1．売上高DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

�7－9月期の経常利益DI は、製造業は4－
6月期比で「＋21」、非製造業は「＋40」と
大幅に改善した。

�今後の見通しは、10－12期は製造業、非製造
業とも前期比好転を見込むが、1－3月期に
ついては悪化を見込んでいる。

見 通 し

17／1－3

1

－3

3

10－12

（16）
20

（10）
23

（22）
17

実 績

7－9

（－1）
6

（－5）
－1

（2）
12

16／4－6

－25

－22

－28

2．経常利益DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

Ⅲ．その他

�最近の製品在庫水準DI は、前回調査
比「＋10」と製造業の過剰感が高まっ
ているが、非製造業は横這いで推移し
ている。

�先行きについては、製造業は小幅な過
剰感が生じてくるが、非製造業は不足
感が続くと見込まれている。

16年10月

9

13

4

－1

1

－4

16年7月

3

3

2

－4

－1

－7

1．製品の在庫水準DI
（「過大」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�生産・営業用設備DI は、最近、先行
きのいずれも、製造業については不足
感が高まり、非製造業については不足
感が弱まると見込んでいる。

16年10月

－5

－8

－3

－8

－11

－5

16年7月

－4

－1

－7

－9

－7

－11

2．生産・営業用設備DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）
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�最近の雇用人員DI は、製造業、非製
造業とも前回調査比悪化しており、非
製造業の不足感は「－36」と相変わら
ず大きい。

�先行きについては、前回調査比で非製
造業は横這いを見込むものの、製造業
は「－7」と人材確保が一層厳しくな
ると見込んでいる。

16年10月

－29

－21

－36

－34

－24

－43

16年7月

－20

－8

－31

－29

－17

－42

3．雇用人員DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の資金繰りDI は、製造業、非製
造業とも前回調査比横ばいであり、全
体的に資金繰り繁忙感はでていない。

�先行きDI についても、全体として資
金繰り繁忙感はみられない。

16年10月

15

12

17

14

13

14

16年7月

14

13

14

14

12

17

4．資金繰りDI
（「楽」－「厳しい」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の販売価格DI は、製造業は前回
調査比で「＋4」、非製造業は「＋9」
と改善している。

�先行きについては、製造業は横這いな
がら、非製造業は前回調査比「＋16」
と大幅な改善を見込む。

16年10月

－3

－8

1

－6

－16

4

16年7月

－10

－12

－8

－14

－15

－12

5．販売価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き

�仕入価格DI は、最近、先行きのいず
れも、前回調査比で製造業、非製造業
ともに仕入価格が上昇しており、コス
トアップとなっている。

16年10月

12

11

13

18

21

16

16年7月

4

5

2

10

10

9

6．仕入価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
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第
三
回
上
條
会
長
杯
争
奪
戦

会
員

親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
十
二
月
二
日
㈮

武
蔵
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
笹
井
コ
ー
ス

に
お
い
て
、
二
八
名
が
参
加
し
て
開
催

さ
れ
た
。

朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
本
会
廣
澤

常
務
理
事
の
司
会
進
行
で
始
ま
り
、
細

沼
哲
夫
競
技
委
員
長
（
日
本
伸
管
代
表

取
締
役
会
長
）
か
ら
開
会
挨
拶
が
あ
り
、

そ
の
後
ル
ー
ル
説
明
が
行
わ
れ
た
。

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
プ
レ

ー
は
ア
ウ
ト
・
イ
ン
同
時
に
ス
タ
ー
ト

し
、
日
頃
の
腕
前
を
競
っ
た
。

上
條
会
長
杯（
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式
）

は
、
ア
ウ
ト
五
一
、
イ
ン
四
四
、
グ
ロ

ス
九
五
、
ネ
ッ
ト
七
三
・
四
で
及
川
佳

久
氏
（
関
電
工
執
行
役
員
）
が
総
合
優

勝
し
、
上
條
会
長
杯
を
獲
得
し
た
。

準
優
勝
は
、
ア
ウ
ト
四
六
、
イ
ン
四

九
、
グ
ロ
ス
九
五
、
ネ
ッ
ト
七
三
・
四

で
須
田
隆
文
氏
（
藤
電
設
代
表
取
締

役
）
が
受
賞
し
た
。

ま
た
、
シ
ニ
ア
は
上
條
正
仁
氏
（
埼

玉
り
そ
な
銀
行
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
）
が
ア
ウ
ト
四
九
、
イ
ン
五
○
、
グ

ロ
ス
九
九
、
ネ
ッ
ト
七
三
・
八
で
優
勝

し
、
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
は
杉
田
圭
三
氏

（
Ｃ
Ｗ
Ｍ
総
合
経
営
研
究
所
社
長
）
が

ア
ウ
ト
四
七
、
イ
ン
四
九
、
グ
ロ
ス
九

六
、
ネ
ッ
ト
七
四
・
四
で
優
勝
し
た
。

（
主
な
成
績
は
別
表
の
通
り
）

表
彰
式
は
、
上
條
会
長
の
開
会
挨
拶

の
後
、
表
彰
式
に
移
り
、
会
長
杯
が
上

條
会
長
よ
り
授
与
さ
れ
、
そ
の
他
各
賞

の
賞
品
は
、
細
沼
競
技
委
員
長
よ
り
授

与
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
懇
親
会
は
、
各
賞
を
獲
得

さ
れ
た
方
々
や
初
参
加
者
の
ス
ピ
ー
チ

等
で
盛
り
上
が
り
、
当
初
目
的
の
懇
親

が
図
ら
れ
た
。

な
お
、
次
回
は
、
六
月
二
日
㈮
武
蔵

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
豊
岡
コ
ー
ス
で
開

催
を
予
定
し
て
い
る
。

第

三

回

上
條
会
長
杯
争
奪
戦

会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

及
川
佳
久
氏
（
関
電
工
執
行
役
員
）
が
総
合

優
勝
〜
上
條
会
長
杯
を
獲
得

第3回上條会長杯 親睦ゴルフ大会主要結果
〈平成28年12月2日㈮ 武蔵カントリークラブ 笹井コース〉

1．上位入賞者（ダブルぺリア／敬称略）

順位 氏 名 会 社 名 役職名 アウト イン グロス HC ネット

優勝 及川 佳久 関 電 工 執行役員 51 44 95 21．673．4

準優勝 須田 隆文 藤 電 設 代表取締役 46 49 95 21．673．4

3位 上條 正仁 埼玉りそな銀行 シニアアドバイザー 49 50 99 25．273．8

4位 日下部雅人 日 進 化 成 常務 40 40 80 6．074．0

5位 杉田 圭三 CWM総合経営研究所 社長 47 49 96 21．674．4

べスグロ 日下部雅人 日 進 化 成 常務 40 40 80 6．074．0

2．シニアの部

優勝 上條 正仁 埼玉りそな銀行 シニアアドバイザー 49 50 99 25．273．8

準優勝 河野 経夫 第 一 住 宅 会長 52 50 102 27．674．4

3．グランドシニア

優勝 杉田 圭三 CWM総合経営研究所 社長 47 49 96 21．674．4

グランドシニア優勝の
CWM総合経営研究所 杉田圭三社長

シニア優勝の上條正仁会長

上條正仁会長から優勝杯を授与される
関電工 及川佳久執行役員（左）

〈初参加者（7名）〉

エムザ
平田正博社長

日神電子
斉藤慶治取締役部長

東上ガス
清水宏之介社長

しんけん
丹野健社長

ニチアコミュニケーション
野神幸輝課長

秩父鉄道
赤岩一男常務

協和テック
浅野貴之社長
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彩
の
国
ビ
ジ
ネ
ス
ア
リ
ー
ナ

2
0
1
7
を
開
催
し
ま
す

平
成
28
年
度
埼
玉
県
お
も
て
な

し
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浦
和
・
就
業
支

援
サ
テ
ラ
イ
ト
か
ら
の
御
案
内

県
内
職
業
訓
練
校
の
作
品
展
示
会

【
彩
の
国
総
合
技
能
展
】

社
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習
に

県
が
講
師
を
派
遣
し
ま
す

労
働
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
者

を
募
集
し
て
い
ま
す

県
内
を
は
じ
め
、
広
く
ビ
ジ
ネ
ス
展

開
に
取
り
組
む
企
業
が
集
ま
る
、
国
内

最
大
級
の
展
示
商
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

新
た
な
取
引
先
や
新
商
品
・
新
技
術

に
出
会
え
る
、
絶
好
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
で
す
。

当
日
は
経
営
に
役
立
つ
講
演
会
や
、

同
時
開
催
イ
ベ
ン
ト
も
多
数
ご
ざ
い
ま

す
。
是
非
御
来
場
く
だ
さ
い
。

�
日
時

2
月
1
日
㈬
10
時
〜
18
時

2
月
2
日
㈭
10
時
〜
17
時

�
場
所

さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

http://bizm
atch.saitam

a-j.or.jp/

�
問
い
合
わ
せ
先

埼
玉
県
産
業
振
興
公
社

（
0
4
8
―
6
4
7
―
4
0
8
6
）

県
産
業
支
援
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
9
1
0
）

お
も
て
な
し
宣
言
事
業
者
な
ど
の
関

係
事
業
者
を
対
象
に
、
第
4
回
埼
玉
県

お
も
て
な
し
大
賞
受
賞
者
の
取
組
紹
介

等
を
盛
り
込
ん
だ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
。

是
非
御
参
加
く
だ
さ
い
。

�
日
程

1
月
30
日
㈪
13
時
〜
16
時

�
会
場

浦
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
（
パ
ル
コ
9
階
）
第
15
集

会
室

�
講
師

玉
井
和
博
氏（
大
妻
女
子
大
学

新
学
部
設
置
準
備
室
教
授
）

※
入
場
無
料
・
事
前
申
込
み
必
要

Ｈ
Ｐ
「
お
も
て
な
し
埼
玉
」
で
検
索
、

又
はhttp://w

w
w.om

otenashi-sait
am
a.jp/

�
問
い
合
わ
せ
先

県
観
光
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
9
5
7
）

◎
企
業
経
営
者
・
人
事
担
当
者
向
け
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

県
内
の
企
業
向
け
に
積
極
的
に
「
シ

ニ
ア
」
の
採
用
・
活
用
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
企
業
経
営
者
・
人
事

担
当
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー
を
2
月
16
日
㈭

13
時
30
分
か
ら
開
催
し
ま
す
。

内
容
は
「
高
齢
者
雇
用
と
活
用
に
つ

い
て
」
の
基
調
講
演
を
は
じ
め
、
高
齢

者
が
活
躍
し
て
い
る
企
業
の
ト
ー
ク
セ

ッ
シ
ョ
ン
、
公
的
支
援
制
度
の
紹
介
等

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
定
員
40
名
、
参

加
費
は
無
料
、
事
前
申
込
（
先
着
順
）

で
す
。
詳
細
は
サ
テ
ラ
イ
ト
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
企
業
・
仕
事
説
明
会

求
職
者
と
企
業
と
の
出
会
い
の
場
と

し
て
、
月
1
回
程
度
、
企
業
・
仕
事
説

明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
説
明
会
は
、
た
く
さ
ん
の
企
業

が
一
堂
に
会
す
る
合
同
企
業
説
明
会
と

は
違
い
、
1
社
ご
と
に
企
業
の
魅
力
を

直
接
求
職
者
に
伝
え
て
い
た
だ
け
る
説

明
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
参
加
者
は
、

参
加
す
る
企
業
や
そ
の
業
界
・
職
種
に

興
味
が
あ
る
求
職
者
で
す
。

当
日
の
流
れ
は
、
ま
ず
参
加
者
全
員

に
企
業
概
要
や
仕
事
の
内
容
を
説
明
し

て
い
た
だ
い
た
後
、
希
望
が
あ
っ
た
求

職
者
に
対
し
て
個
別
相
談
に
応
じ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
参
加
者

に
そ
の
企
業
で
働
く
イ
メ
ー
ジ
を
よ
り

具
体
的
に
つ
か
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

ミ
ド
ル
、
シ
ニ
ア
層
の
経
験
や
人
間

力
を
必
要
と
し
て
い
る
企
業
の
皆
様
は
、

是
非
御
参
加
く
だ
さ
い
。

�
問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浦
和
・
就
業
支
援
サ

テ
ラ
イ
ト

（
0
4
8
―
8
2
6
―
5
6
1
1
）

県
内
の
職
業
訓
練
校
が
合
同
で
訓
練

生
の
作
品
を
展
示

す
る
「
彩
の
国
総

合
技
能
展
」
を
開

催
し
ま
す
。

日
頃
の
鍛
錬
に

よ
る
優
れ
た
作
品

を
御
覧
い
た
だ
き
、

訓
練
生
の
高
い
技

術
力
を
体
感
し
て

く
だ
さ
い
。
多
く

の
方
々
の
御
来
場

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

�
日
程

2
月
4
日
㈯
10
時
〜
17
時

2
月
5
日
㈰
10
時
〜
16
時

�
会
場

ふ
れ
あ
い
キ
ュ
ー
ブ
（
春
日

部
駅
西
口
徒
歩
5
分
）

※
入
場
無
料
・
事
前
申
込
み
不
要

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
人
材
育
成
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
9
8
）

県
で
は
、
中
小
企
業
等
を
対
象
に
、

講
師
派
遣
に
よ
る
在
職
者
向
け
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
講
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

い
つ
も
の
社
内
環
境
や
使
い
慣
れ
た

機
械
で
技
術
指
導
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

新
入
社
員
教
育
、
各
種
検
定
受
検
対
策

な
ど
に
是
非
御
活
用
く
だ
さ
い
。

�
講
習
分
野

機
械
操
作
、
溶
接
、
Ｃ

Ａ
Ｄ
、
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
、
介
護
ス
キ
ル
、

業
務
改
善
な
ど
様
々
な
分
野
の
講
習

が
可
能
で
す
。

�
定
員

3
人
以
上
（
最
大
人
数
は
講

習
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。）

�
講
習
時
間
等

1
講
習
当
た
り
12
〜

30
時
間
（
御
要
望
に
応
じ
て
実
施
日

や
時
間
を
設
定
可
能
で
す
。）

�
受
講
料

1
人
当
た
り
2
�
0
0
0

円
〜
（
材
料
費
・
テ
キ
ス
ト
代
等
は
、

企
業
で
御
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。）

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
人
材
育
成
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
9
8
）

県
で
は
、
労
働
法
や
労
働
関
係
の
身

近
な
問
題
等
を
テ
ー
マ
に
、
よ
り
よ
い

職
場
づ
く
り
に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
主
に
事
業
主
・
人
事
労
務
担

当
の
方
を
対
象
に
次
の
会
場
の
受
講
者

を
募
集
中
で
す
。

�
テ
ー
マ
・
日
程

⑴
さ
い
た
ま
会
場

「
が
ん
等
の
治
療
と
仕
事
の
両
立
支

援
」（
1
月
16
日
㈪
）

⑵
熊
谷
会
場

「
揺
れ
動
く
内
外
情
勢
と
こ
れ
か
ら

の
日
本
経
済
」（
2
月
3
日
㈮
）

�
開
催
時
間

14
時
〜
16
時

�
詳
細

Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
他
、
1
月
か
ら
2
月
に
か
け
て

県
内
各
地
で
様
々
な
テ
ー
マ
の
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
開
催
情
報
は

Ｈ
Ｐ
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

http
://w

w
w.pref.saitam

a.lg.jp/a
0808/rodosem

inar/

�
問
い
合
わ
せ
先

県
勤
労
者
福
祉
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
1
8
）

埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼
玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

「彩の国ビジネスアリーナ2016」の様子

昨年度の「彩の国総合技能展」の様子

コバトン
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第1図 競業避止義務の法的根拠

九

競
業
避
止
義
務
を

め
ぐ
っ
て

（
第
1
回
）

1

退
職
後
の
競
業
避
止
義
務
と
は

従
業
員
が
在
職
中
に
兼
業
禁
止
義
務

を
負
う
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前

回
ま
で
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

従
業
員
が
退
職
し
た
後
ま
で
、
元
の
在

職
し
た
会
社
と
同
業
・
同
種
の
競
業
関

係
に
立
つ
会
社
に
転
職
し
て
業
務
を
行

う
こ
と
が
、
元
の
会
社
の
立
場
と
し
て

も
禁
止
で
き
る
の
か
と
い
う
の
が
基
本

的
な
問
題
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
は

次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。

「
競
業
避
止
義
務
と
は
、
使
用
者
と

競
合
す
る
業
務
を
行
わ
な
い
義
務
を
い

う
。
自
ら
競
業
事
業
を
起
こ
す
こ
と
の

み
な
ら
ず
、
競
業
他
社
へ
の
就
職
も
競

業
避
止
義
務
の
違
反
と
な
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
明
文
の
規
制
は
な
く
、
解
釈

問
題
と
な
る
。

ま
ず
、
在
職
中
に
つ
い
て
は
信
義
則

上
、
労
働
契
約
の
付
随
義
務
と
し
て
競

業
避
止
義
務
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
学

説
・
裁
判
例
と
も
一
致
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
退
職
後
の
競
業
避

止
義
務
に
つ
い
て
は
、
一
方
で
競
業
制

限
に
つ
い
て
の
使
用
者
の
利
益
が
あ
り
、

他
方
で
、
退
職
労
働
者
の
職
業
選
択
の

自
由
の
問
題
、
さ
ら
に
は
競
争
制
限
に

よ
る
独
占
集
中
の
問
題
（
公
正
競
争
秩

序
維
持
）
等
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
競
業
の
際
に
は
前
職
で
得
た
営

業
秘
密
を
利
用
す
る
こ
と
が
多
く
、
秘

密
保
持
義
務
と
の
関
係
も
問
題
と
な
る
。

現
在
の
学
説
・
判
例
の
立
場
は
、
以

下
の
よ
う
に
要
約
で
き
よ
う
。
ま
ず
、

不
正
競
争
防
止
法
に
い
う
営
業
秘
密
を

『
使
用
し
』
た
競
業
は
、
同
法
の
規
制

に
よ
っ
て
（
契
約
上
の
根
拠
が
な
く
と

も
）
制
限
可
能
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
、

営
業
秘
密
を
使
用
し
な
い
競
業
を
制
限

す
る
に
は
、
契
約
上
の
根
拠
が
必
要
と

な
る
。」（
荒
木
尚
志『
労
働
法
第
3
版
』

2
8
0
―
2
8
1
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。

同
様
に
、「
労
働
者
は
、
労
働
契
約

の
存
続
中
は
、
一
般
的
に
は
、
使
用
者

の
利
益
に
著
し
く
反
す
る
競
業
行
為
を

差
し
控
え
る
義
務
が
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
そ
の
よ
う
な
行
為
が
な
さ
れ
た
場

合
に
は
、
就
業
規
則
の
規
定
（「
会
社

の
利
益
に
反
す
る
著
し
く
不
都
合
な
行

為
」
な
ど
）
に
従
っ
た
懲
戒
処
分
や
損

害
賠
償
請
求
が
な
さ
れ
る
。

労
働
者
の
競
業
避
止
義
務
の
存
否
は
、

実
際
上
は
労
働
者
の
退
職
後
、
同
業
他

社
に
就
職
し
た
り
、
同
業
他
社
を
開
業

し
た
り
す
る
場
合
に
、退
職
金
の
減
額
・

没
収
、損
害
賠
償
請
求
、競
業
行
為
の
差

止
請
求
の
可
否
と
の
関
連
で
多
く
問
題

と
な
っ
て
い
る
。そ
し
て
、労
働
契
約
の

終
了
後
に
つ
い
て
は
、
労
働
者
に
競
業

選
択
の
自
由
が
あ
る
の
で
、
労
働
契
約

存
続
中
の
よ
う
に
一
般
的
に
競
業
避
止

義
務
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
当
該

措
置
の
法
的
根
拠
と
合
理
性
を
問
題
ご

と
に
吟
味
す
べ
き
こ
と
と
な
る
。」（
菅

野
和
夫
『
労
働
法
第
11
版
』
2
6
0
頁
）

と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。こ
れ
を

ま
と
め
る
と
第
1
図
の
よ
う
に
い
え
る
。

2

ど
の
よ
う
な
場
合
に
退
職
後
の

競
業
避
止
義
務
は
有
効
か

退
職
後
の
守
秘
義
務
等
に
関
係
す
る

競
業
避
止
義
務
の
特
約
や
周
知
さ
れ
た

就
業
規
則
が
ど
こ
ま
で
有
効
か
、
退
職

後
の
職
業
選
択
の
自
由
を
め
ぐ
っ
て
問

題
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
先
例
と
な
っ

た
次
の
判
決
が
有
名
で
あ
り
、
そ
の
後

は
こ
の
判
示
の
方
向
が
実
務
上
の
通
説

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
紹
介
し
よ
う
。

本
件
事
案
は
、
金
属
鋳
造
の
際
に
使

用
す
る
各
種
冶
金
副
資
材
の
製
造
販
売

を
行
と
す
る
会
社
に
勤
務
し
て
い
た
従

業
員
の
Ａ
は
、
そ
の
研
究
開
発
部
門
を
、

Ｂ
は
同
部
門
の
ほ
か
営
業
部
門
を
担
当

し
、
過
去
10
年
余
に
わ
た
っ
て
会
社
の

重
要
秘
密
技
術
に
関
与
し
て
い
た
。
Ａ

及
び
Ｂ
は
、
在
職
中
に
会
社
と
の
間
に

秘
密
漏
洩
禁
止
及
び
退
社
後
2
年
間
の

競
業
避
止
を
内
容
と
す
る
特
約
を
締
結

し
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
Ａ
及
び
Ｂ
は
相
次
い
で

任
意
退
職
し
、
そ
の
後
ま
も
な
く
設
立

さ
れ
た
元
の
会
社
と
営
業
内
容
を
同
じ

く
す
る
訴
外
Ｋ
社
の
取
締
役
に
就
任
し
、

Ｋ
社
は
元
の
会
社
の
製
品
と
同
様
の
製

品
の
製
造
販
売
を
な
し
元
の
会
社
の
得

意
先
を
蚕
食
し
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、

右
特
約
上
の
権
利
を
被
保
全
権
利
と
し

て
Ａ
及
び
Ｂ
に
対
し
、Ｋ
社
の
製
品（
そ

の
数
86
品
目
に
及
び
元
の
会
社
の
製
品

と
逐
一
対
応
す
る
）
の
製
造
販
売
業
務

に
従
事
し
て
は
な
ら
な
い
旨
の
仮
処
分

を
求
め
た
の
が
本
件
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
件
の
競
業
行
為
の
禁
止

に
つ
い
て
の
「
競
業
避
止
」
の
特
約
の

効
力
に
つ
い
て
問
題
と
な
っ
た
も
の
で

あ
る
。
裁
判
所
は
次
の
よ
う
に
判
示
し

て
そ
の
有
効
性
を
認
め
た
（
昭
和
45
年

10
月
25
日
奈
良
地
裁
判
決
、フ
ォ
セ
コ
・

ジ
ャ
パ
ン
・
リ
ミ
テ
ッ
ド
事
件
、
判
時

6
2
4
号
78
頁
）。

「
一
般
に
雇
用
関
係
に
お
い
て
、
そ

の
就
職
に
際
し
て
、
或
い
は
在
職
中
に

お
い
て
、
本
件
特
約
の
よ
う
な
退
職
後

に
お
け
る
競
業
避
止
義
務
を
も
含
む
よ

う
な
特
約
が
結
ば
れ
る
こ
と
は
し
ば
し

ば
行
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
被
用
者

に
対
し
、
退
職
後
特
定
の
職
業
に
つ
く

こ
と
を
禁
ず
る
い
わ
ゆ
る
競
業
禁
止
の

特
約
は
、
経
済
的
弱
者
で
あ
る
被
用
者

か
ら
生
計
の
道
を
奪
い
、
そ
の
生
存
を

お
び
や
か
す
虞
れ
が
あ
る
と
同
時
に
被

用
者
の
職
業
選
択
の
自
由
を
制
限
し
、

又
競
争
の
制
限
に
よ
る
不
当
な
独
占
の

発
生
す
る
虞
れ
等
を
伴
う
か
ら
そ
の
特

約
締
結
に
つ
き
合
理
的
な
事
情
の
存
在

す
る
こ
と
の
立
証
が
な
い
と
き
は
一
応

営
業
の
自
由
に
対
す
る
干
渉
と
み
な
さ

れ
、
特
に
そ
の
特
約
が
単
に
競
争
者
の

低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の

見
直
し
・
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

―
第
一
一
三
回
―

労
働
契
約
法
の
企
業
実
務
上
の

対
応
に
つ
い
て
（
そ
の
２７
）

弁
護
士

安

西

�

�

連載
�
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排
除
、
抑
制
を
目
的
と
す
る
場
合
に
は
、

公
序
良
俗
に
反
し
無
効
で
あ
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
従
っ
て
被
用
者
は
、

雇
用
中
、
様
々
の
経
験
に
よ
り
、
多
く

の
知
識
・
技
能
を
修
得
す
る
こ
と
が
あ

る
が
、
こ
れ
ら
が
当
時
の
同
一
業
種
の

営
業
に
お
い
て
普
遍
的
な
も
の
で
あ
る

場
合
、
即
ち
、
被
用
者
が
他
の
使
用
者

の
も
と
に
あ
っ
て
も
同
様
に
修
得
で
き

る
で
あ
ろ
う
一
般
的
知
識
・
技
能
を
獲

得
し
た
に
止
ま
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ら

は
被
用
者
の
一
種
の
主
観
的
財
産
を
構

成
す
る
の
で
あ
っ
て
そ
の
よ
う
な
知

識
・
技
能
は
被
用
者
は
雇
用
終
了
後
大

い
に
こ
れ
を
活
用
し
て
差
し
つ
か
え
な

く
、
こ
れ
を
禁
ず
る
こ
と
は
単
純
な
競

争
の
制
限
に
他
な
ら
ず
被
用
者
の
職
業

選
択
の
自
由
を
不
当
に
制
限
す
る
も
の

で
あ
っ
て
公
序
良
俗
に
反
す
る
と
い
う

べ
き
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
当
該
使
用
者
の
み

が
有
す
る
特
殊
な
知
識
は
使
用
者
に
と

り
一
種
の
客
観
的
財
産
で
あ
り
、
他
人

に
譲
渡
し
う
る
価
値
を
有
す
る
点
に
お

い
て
右
に
述
べ
た
一
般
的
知
識
・
技
能

と
全
く
性
質
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
ら
は
い
わ
ゆ
る
営
業
上
の
秘
密
と

し
て
営
業
の
自
由
と
な
ら
ん
で
共
に
保

護
さ
れ
る
べ
き
法
益
と
い
う
べ
く
、
そ

の
た
め
一
定
の
範
囲
に
お
い
て
被
用
者

の
競
業
を
禁
ず
る
特
約
を
結
ぶ
こ
と
は

十
分
合
理
性
が
あ
る
も
の
と
言
う
べ
き

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
営
業
上
の
秘
密

と
し
て
は
、
顧
客
等
の
人
的
関
係
、
製

品
製
造
上
の
材
料
、
製
法
等
に
関
す
る

技
術
的
秘
密
等
が
考
え
ら
れ
、
企
業
の

性
質
に
よ
り
重
点
の
置
か
れ
方
が
異
な

る
が
、
現
代
社
会
の
よ
う
に
高
度
に
工

業
化
し
た
社
会
に
お
い
て
は
、
技
術
的

秘
密
の
財
産
的
価
値
は
極
め
て
大
き
い

も
の
が
あ
り
従
っ
て
保
護
の
必
要
性
も

大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
技
術
的

進
歩
、
改
革
は
一
つ
に
は
特
許
権
・
実

用
新
案
権
等
の
無
体
財
産
権
と
し
て
保

護
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
権
利
の
周
辺

に
は
特
許
権
等
の
権
利
の
内
容
に
ま
で

は
と
り
入
れ
ら
れ
な
い
様
々
の
技
術
的

秘
密
―
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
―
が
存
在
し
、

現
実
に
は
両
者
相
俟
っ
て
活
用
さ
れ
て

い
る
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
る
。
従
っ

て
こ
の
よ
う
な
技
術
的
秘
密
の
開
発
・

改
良
に
も
企
業
は
大
き
な
努
力
を
払
っ

て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
右
の
よ
う
な

技
術
的
秘
密
は
当
該
企
業
の
重
要
な
財

産
を
構
成
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
右

の
よ
う
な
技
術
的
秘
密
を
保
護
す
る
た

め
に
当
該
使
用
者
の
営
業
の
秘
密
を
知

り
得
る
立
場
に
あ
る
者
、
た
と
え
ば
技

術
の
中
枢
部
に
タ
ッ
チ
す
る
職
員
に
秘

密
保
持
義
務
を
負
わ
せ
、
又
右
秘
密
保

持
義
務
を
実
質
的
に
担
保
す
る
た
め
に

退
職
後
に
お
け
る
一
定
期
間
、
競
業
避

止
義
務
を
負
わ
せ
る
こ
と
は
適
法
・
有

効
と
解
す
る
の
を
相
当
と
す
る
。」
と

判
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
本
件
は
職
業
選
択
に
自
由

を
不
当
に
制
限
し
、
労
働
者
の
生
活
を

脅
か
す
も
の
で
公
序
良
俗
に
違
反
し
、

無
効
で
あ
る
と
の
元
従
業
員
で
あ
る
債

務
者
側
の
主
張
に
対
し
て
は
、
次
の
よ

う
に
判
示
し
た
。

「
債
務
者
ら
の
主
張
は
、
要
す
る
に

本
件
特
約
が
債
務
者
に
と
っ
て
著
し
く

不
利
益
な
も
の
で
あ
っ
て
、
債
務
者
の

生
存
を
す
ら
脅
や
か
す
も
の
で
あ
り
、

公
序
良
俗
に
反
し
て
無
効
で
あ
る
と
い

う
に
あ
る
。
競
業
の
制
限
が
合
理
的
範

囲
を
超
え
、
債
務
者
ら
の
職
業
選
択
の

自
由
等
を
不
当
に
拘
束
し
、
同
人
の
生

存
を
脅
や
か
す
場
合
に
は
、
そ
の
制
限

は
公
序
良
俗
に
反
し
無
効
と
な
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
の
合
理
的

範
囲
を
確
定
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
制

限
の
期
間
、
場
所
的
範
囲
、
制
限
の
対

象
と
な
る
職
種
の
範
囲
、
代
償
の
有
無

等
に
つ
い
て
、
債
権
者
の
利
益
（
企
業

秘
密
の
保
護
）、
債
務
者
の
不
利
益（
転

職
、
再
就
職
の
不
自
由
）
及
び
社
会
的

利
害
（
独
占
集
中
の
虞
れ
、
そ
れ
に
伴

う
一
般
消
費
者
の
利
害
）
の
三
つ
の
視

点
に
立
っ
て
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
こ

と
を
要
す
る
と
こ
ろ
、
本
件
契
約
は
制

限
期
間
は
二
年
間
と
い
う
比
較
的
短
期

間
で
あ
り
、
制
限
の
対
象
職
種
は
債
権

者
の
営
業
目
的
で
あ
る
金
属
鋳
造
用
副

資
材
の
製
造
販
売
と
競
業
関
係
に
あ
る

企
業
と
い
う
の
で
あ
っ
て
、
債
権
者
の

営
業
が
化
学
金
属
工
業
の
特
殊
な
分
野

で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
制
限
の
対
象

は
比
較
的
に
狭
い
こ
と
、
場
所
的
に
は

無
制
限
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
債
権
者
の

営
業
の
秘
密
が
技
術
的
秘
密
で
あ
る
以

上
は
や
む
を
え
な
い
と
考
え
ら
れ
、
退

職
後
の
制
限
に
対
す
る
代
償
は
支
給
さ

れ
て
い
な
い
が
、
在
職
中
、
機
密
保
持

手
当
が
債
務
者
両
名
に
支
給
さ
れ
て
い

た
こ
と
既
に
判
示
し
た
と
お
り
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
事
情
を
総
合
す
る
と
き
は
、

本
件
契
約
の
競
業
の
制
限
は
合
理
的
な

範
囲
を
超
え
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、

他
に
債
務
者
ら
の
主
張
事
実
を
認
め
る

に
足
り
る
疎
明
は
な
い
。
従
っ
て
本
件

契
約
は
い
ま
だ
無
効
と
言
う
こ
と
は
で

き
な
い
。」
と
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
前
提
に
な
る
退

職
後
の
競
業
避
止
義
務
の
対
象
に
つ
い

て
は
第
2
図
の
と
お
り
と
な
る
。

次
に
制
限
の
合
理
性
で
あ
る
が
、
こ

れ
の
合
理
性
の
範
囲
を
確
定
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
第
3
図
の
図
式
に
よ
る
視

点
に
立
っ
て
総
合
的
に
判
断
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

こ
の
判
例
を
前
提
と
し
て
、「
契
約

上
の
競
業
制
限
特
約
の
効
力
は
、
①
競

業
制
限
の
目
的（
使
用
者
固
有
の
知
識
・

秘
密
の
保
護
を
目
的
と
し
て
い
る
か
）、

②
労
働
者
の
地
位
（
使
用
者
の
正
当
な

利
益
を
尊
重
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い

職
務
・
地
位
に
あ

っ
た
か
）、
③
競

業
制
限
範
囲
の
妥

当
性
（
競
業
制
限

の
期
間
、
地
域
、

職
業
の
範
囲
が
妥

当
か
）、
④
代
償

の
有
無
、
と
い
っ

た
諸
点
を
総
合
考

慮
し
て
、
合
理
性

が
な
い
制
限
で
あ

れ
ば
公
序
良
俗
違

反
と
し
て
無
効
と

な
る
。
最
近
の
裁

判
例
は
雇
用
流
動

化
を
受
け
て
、
競

業
避
止
義
務
の
有

効
性
を
厳
格
に
判

断
す
る
傾
向
に
あ

る
。」（
荒
木
前
掲

書
）
と
さ
れ
て
い

る
。

第3図 競業避止義務の合理性判断

第2図 競業避止義務の制限の対象
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政
府
は
、
昨
年
六
月
二
日
「
経
済
財
政
運
営
と
改

革
の
基
本
方
針
二
〇
一
六
」（
骨
太
の
方
針
）
の
ほ

か
「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」、「
日
本
再
興

戦
略
二
〇
一
六
」、「
規
制
改
革
実
施
計
画
」
等
を
閣

議
決
定
し
た
。
そ
の
中
で
は
、「
経
済
再
生
と
財
政

健
全
化
」
と
と
も
に
、
労
働
分
野
が
中
心
を
占
め
、

「
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
実
現
な
ど
非
正
規
雇
用
労

働
者
の
待
遇
改
善
、
長
時
間
労
働
是
正
に
取
り
組
み
、

多
様
な
働
き
方
の
選
択
肢
を
広
げ
る
。
非
正
規
雇
用

労
働
者
の
正
社
員
転
換
等
を
推
進

す
る
。」
と
目
標
が
明
記
さ
れ
て

い
る
。

そ
し
て
、
働
き
方
改
革
の
中
心

は
、「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ

ラ
ン
」
で
あ
り
、
①
同
一
労
働
同

一
賃
金
の
実
現
に
向
け
て
、
我
が

国
の
雇
用
慣
行
に
十
分
に
留
意
し

つ
つ
、
躊
躇
な
く
法
改
正
の
準
備
を
進
め
る
、
②
長

時
間
労
働
の
是
正
に
向
け
て
、
法
規
制
の
執
行
を
強

化
し
、
関
係
法
令
違
反
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
、
各
省

庁
に
通
報
す
る
制
度
を
構
築
し
、
下
請
け
な
ど
の
取

引
条
件
に
も
踏
み
込
ん
で
長
時
間
労
働
を
是
正
す
る

仕
組
み
を
構
築
す
る
、
③
保
育
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
の
人
材
の
確
保
に
向
け
て
、
安
定
財

源
を
確
保
し
つ
つ
、
保
育
士
や
介
護
人
材
の
待
遇
改

善
、
多
様
な
人
材
の
確
保
・
育
成
等
、「
希
望
出
生

率
一
・
八
％
」
の
目
標
実
現
と
子
育
て
支
援
等
、
労

働
負
担
の
軽
減
、
働
く
環
境
の
整
備
を
推
進
す
る
な

ど
の
生
産
性
の
向
上
の
総
合
的
対
策
、
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
、
政
・
労
・

使
の
ト
ッ
プ
に
よ
る
「
働
き
方
改
革
実
現
会
議
」
を

安
倍
首
相
を
議
長
と
し
て
設
け
、
現
在
そ
の
実
行
計

画
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
な
「
働
き
方
改
革
」
は
何
の
た
め
か
。

こ
れ
は
、
労
働
者
の
保
護
の
強
化
等
、
福
祉
国
家
へ

の
移
行
と
い
う
目
的
で
は
な
く
、
我
が
国
の
労
働
人

口
が
こ
の
二
〇
年
間
に
一
〇
〇
〇
万
人
が
減
少
す
る

と
い
う
明
確
な
事
実
を
踏
ま
え
て
、「
日
本
が
少
子

高
齢
化
と
人
口
減
に
直
面
す
る
中
、
女
性
や
高
齢
者

が
働
き
や
す
い
環
境
を
整
備
し
、
消
費
の
活
性
化
や

労
働
生
産
性
の
向
上
に
つ
な
げ
、
産
業
競
争
力
を
高

め
る
」
と
い
う
目
的
な
の
で
あ
る
。

働
き
方
改
革
の
目
的
は
、「
経
済
・
財
政
計
画
」

の
一
つ
の
手
段
な
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
は
、
労
働
問
題
な
ら
主
役
は
労
使

で
あ
る
が
、
行
政
権
の
行
使
（
憲
法
六
五
条
）
で
あ

る
た
め
、
閣
議
決
定
の
も
と
、
内
閣
の
責
任
と
権
限

に
お
い
て
推
進
し
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
「
働
き
方
改
革
」
が
「
財
政
・
経
済

の
再
生
」
と
ど
う
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
、
そ
の
明

確
な
根
拠
が
具
体
的
に
示
さ
れ
な
い
ま
ま
、「
企
業

内
の
正
規
・
非
正
規
間
の
格
差
是
正
や
長
時
間
労
働

の
規
制
、
最
低
賃
金
の
引
上
げ
」
と
い
っ
た
政
策
や

有
期
社
員
の
無
期
転
換
、
子
育
て
、
介
護
の
支
援
の

充
実
策
等
で
あ
っ
て
は
、
目
標
を
見
失
う
こ
と
に
な

る
。我

が
国
企
業
の
終
身
雇
用
制
と
新
卒
一
括
採
用
に

よ
る
企
業
内
育
成
と
い
う
中
心
的
人
事
制
度
を
「
同

一
労
働
同
一
賃
金
」
を
梃
子
に
し
て
大
転
換
す
る
と

い
う
政
策
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
学
校
教
育
制
度

の
あ
り
方
も
変
革
が
必
要
で
あ
り
、
社
会
や
国
民
意

識
の
改
革
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
何
よ
り
も
政
策
だ
け

で
な
く
、
具
体
的
な
企
業
に
お
け
る
実
行
プ
ラ
ン
の

明
示
が
な
け
れ
ば
権
力
で
規
制
す
る
だ
け
で
は
本
当

の
意
味
の
働
き
方
改
革
に
は
な
ら
な
い
。

埼玉県県民活動総合センターからのご案内
埼玉県県民活動総合センターは、会議・研修や講演会、レクリエーションなどにご利用いただける研修室・会

議室（定員14～210名）をはじめ、小ホール（最大504名）やパソコン研修室、各種運動施設（体育館、テニスコ
ート、グラウンド）など、お客様の様々なご要望に応じた施設をご用意しています。
また、宿泊施設（28室・最大110名）もありますので、併設のコバトン食堂（レストラン）をあわせて合宿や

懇親会などにもご利用いただけます。
ぜひお気軽にご利用ください。

◆ 詳しくは下記ホームページをご覧ください ◆
URL http : //www.kenkatsu.or.jp

外観 宿泊室（洋室） セミナールーム

予約・問合せ：施設利用担当 048‐728‐7112（9：00～17：15）

働
き
方
改
革
と
は
何
か

弁
護
士

安
西

�
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成成立立

一
二
月
二
日
〜
一
二
月
二
〇
日

◆
一
二
・
二

第
三
回
上
條
正
仁
会
長
杯

争
奪
戦
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
（
武
蔵

カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
）

◆
一
二
・
五

第
一
〇
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
二
・
六

秋
季
北
部
地
区
協
議
会（
㈱

シ
ェ
リ
エ
上
里
カ
ン
タ
ー
レ
）

◆
一
二
・
七

第
一
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
二
・
一
二

第
一
二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
二
・
一
三

秋
季
中
部
地
区
協
議
会

（
㈱
Ｊ
Ｒ
テ
ク
ノ
ハ
ー
ト
）、
海
外
視

察
懇
親
会
（
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

◆
一
二
・
一
九

労
働
法
実
務
対
策
講
座

第
一
講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
二
・
二
〇

第
一
三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

★
第
四
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

日
時

一
月
一
二
日
㈭
一
三
時
〜
一
六
時

会
場

味
の
素
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー

内
容

Ｊ
Ｏ
Ｃ
�
味
の
素
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
視
察
会
・

講
演
「
将
来
の
ス
ポ
ー
ツ
大
国
を

め
ざ
す
〜
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
ね
ら
い
と
将
来

の
ア
ス
リ
ー
ト
育
成
に
向
け
て
〜
」

講
師

Ｊ
Ｏ
Ｃ
強
化
部
長
代
理

笠
原
健

司
氏

過
重
労
働
防
止
徹
底
のお

願
い

（
労
法
）発

第
1
0
2
4
号

2
0
1
6
年
11
月
15
日

経
団
連
は
今
年
度
を
「
働
き
方
・
休

み
方
改
革
集
中
取
り
組
み
年
」（
注
1
）

と
定
め
、
各
種
活
動
を
展
開
し
て
お
り

ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
過
重
労
働
の

防
止
や
働
き
方
改
革
を
推
進
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

2
0
1
4
年
11
月
、
過
労
死
等
防
止

対
策
推
進
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

毎
年
11
月
は
過
労
死
等
防
止
啓
発
月
間

に
指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
過
労
死
は

絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ

り
、
経
営
ト
ッ
プ
が
先
頭
に
立
っ
て
、

管
理
職
も
含
め
た
社
員
の
過
重
労
働
防

止
対
策
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

こ
う
し
た
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

以
下
の
三
点
を
踏
ま
え
た
取
り
組
み
を

引
き
続
き
推
進
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

1
�
経
営
ト
ッ
プ
自
ら
が
、
長
時
間
労

働
の
撲
滅
に
向
け
社
内
の
意
識
改
革

を
図
り
、
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
な
が
ら
、
業
務
全
体
の
見
直

し
を
含
め
自
社
の
実
態
に
あ
っ
た
働

き
方
・
休
み
方
改
革
に
強
力
に
取
り

組
む
こ
と
。

2
�
労
働
時
間
の
適
正
な
把
握
や
、
ス

ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施（
注
2
）な

ど
、
労
働
法
令
が
遵
守
さ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
、
常
時
点
検
を
行
う
こ
と
。

3
�
管
理
職
は
、
部
下
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
密
に
し
て
業
務
進
捗
や

疲
労
の
蓄
積
等
を
確
認
し
、
適
宜
、

負
荷
軽
減
や
業
務
支
援
な
ど
に
努
め

る
こ
と
。

注
1

「
働
き
方
・
休
み
方
改
革
集
中

取
り
組
み
年
」
の
取
り
組
み

http
://www.keidanren.or.jp/p

olicy/wlb.htm
l

注
2

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

労
働
安
全
衛
生
法
が
改
正
さ
れ
、

従
業
員
数
が
50
人
以
上
の
事
業
場
で

は
、
2
0
1
5
年
12
月
か
ら
、
常
時

使
用
す
る
労
働
者
に
対
し
て
、
毎
年

1
回
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。ま

た
、
高
ス
ト
レ
ス
と
評
価
さ
れ

た
労
働
者
か
ら
申
出
が
あ
っ
た
場
合
、

「
医
師
に
よ
る
面
接
指
導
」
の
実
施

や
、
就
業
上
の
措
置
を
講
じ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

経経
団団
連連
のの
活活
動動
・・
提提
言言
なな
どど

事
業
だ
よ
り

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http://www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の
専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

告

知

版

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

受受入入企企業業

情報の授受
相談など

斡旋・紹介

企業間交渉の
機会の設定など

セセンンタターー
情報の授受
相談など

送送出出企企業業
人人事事部部門門
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★
第
四
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

日
時

一
月
一
九
日
㈭
一
四
時
〜
一
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
四

内
容

成
熟
市
場
に
お
け
る
効
果
的
な
与

信
管
理
方
法
〜
企
業
の
見
分
け
方
、

見
つ
け
方
〜

講
師

㈱
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
大
宮
支
店

支
店
長

上
西
伴
浩
氏

★
第
五
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

日
時

二
月
一
日
㈬
一
二
時
四
五
分
〜
一

六
時

会
場

埼
玉
県
立
上
尾
特
別
支
援
学
校

内
容

特
別
支
援
教
育
の
現
場
の
視
察
と

意
見
交
換
会
〜
県
立
上
尾
特
別
支

援
学
校
〜

★
労
働
法
実
務
対
策
講
座
第
二
講

日
時

二
月
六
日
㈪
一
四
時
〜
一
六
時
三

〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三

内
容

定
年
後
再
雇
用
に
お
け
る
労
働
条

件
設
定
法
務
＆
実
務
対
策
セ
ミ
ナ

ー

講
師

石
嵜
・
山
中
法
律
事
務
所
ヴ
ァ
イ

ス
パ
ー
ト
ナ
ー
弁
護
士

塚
越
賢

一
郎
氏

★
春
季
西
部
地
区
協
議
会

日
時

二
月
七
日
㈫
一
三
時
三
〇
分
〜
一

八
時

会
場

㈱
丸
広
百
貨
店

内
容

①
春
季
労
使
交
渉
に
臨
む
経
営
側

の
基
本
姿
勢

②
部
下
を
育
て
ら
れ
な
い
「
名
ば

か
り
管
理
者
」
を
変
え
る
！

講
師

①
経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス
人
事
賃

金
セ
ン
タ
ー
長

平
田
武
氏

②
㈱
新
経
営
サ
ー
ビ
ス
人
材
開
発

部
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

岡
野
隆

宏
氏

★
青
年
経
営
者
部
会
新
春
特
別
講
演
会

日
時

二
月
七
日
㈫
一
五
時
〜
一
八
時
三

〇
分

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

内
容

講
演
会
「
変
化
の
時
代
に
求
め
ら

れ
る
リ
ー
ダ
ー
の
『
覚
悟
』」・
懇

親
会

講
師

㈱
コ
ミ
ュ
ニ
カCEO&Founder

元
ア
ッ
プ
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
代
表
取

締
役
社
長

山
元
賢
治
氏

★
春
季
中
部
地
区
協
議
会

日
時

二
月
二
〇
日
㈪
一
四
時
〜
一
六
時

三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
九
○
六

内
容

春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に
臨
む
経

営
側
の
基
本
姿
勢

講
師

経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス
人
事
賃
金

セ
ン
タ
ー
長

平
田
武
氏

★
春
季
北
部
地
区
協
議
会

日
時

二
月
二
一
日
㈫
一
四
時
〜
一
六
時

三
〇
分

会
場

マ
ロ
ウ
ド
イ
ン
熊
谷

内
容

春
季
労
使
交
渉
に
臨
む
経
営
側
の

基
本
姿
勢

講
師

経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス
人
事
賃
金

セ
ン
タ
ー
長

平
田

武
氏

★
も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開
講
座

日
時

二
月
二
二
日
㈬
一
三
時
〜
一
五
時

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

内
容

デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

―
新
国
立
競
技
場
か
ら
未
来
の
も

の
づ
く
り
に
向
け
て
―

講
師

建
築
家
・
東
京
大
学
教
授

隅
研

吾
氏

★
春
季
南
部
地
区
協
議
会

日
時

二
月
二
四
日
㈮
一
三
時
三
〇
分
〜

一
六
時
三
〇
分

会
場

川
口
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
・
リ
リ

ア

内
容

①
春
季
労
使
交
渉
に
臨
む
経
営
側

の
基
本
姿
勢

②
経
営
者
が
押
さ
え
る
べ
き
社
員

の
動
か
し
方
「
社
員
が
動
か
な

い
3
つ
の
理
由
」

講
師

①
経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス
人
事
賃

金
セ
ン
タ
ー
長

平
田
武
氏

②
㈱
新
経
営
サ
ー
ビ
ス
シ
ニ
ア
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト

橋
本
喜
充
氏

★
第
三
〇
回
生
き
生
き
職
場
体
験
交
流
の

集
い
〜
�
こ
れ
ま
で
と
違
っ
た
私
�
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